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〈事業の創出①〉 ビジネスモデルをつくる　̶̶兵庫県・イーエス プランニング（駐車場管理業）

〈事業の創出②〉 印刷業から販促支援業へ　̶̶福島県・耶麻印刷（印刷業）

〈サービス業〉 「見える化」で強みを伸ばす　̶̶東京都・共栄産業（時計修理販売業）

〈流 通 業②〉 配送業務をソリューション営業に　̶̶宮城県・白木屋（文具オフィス機器販売業）

〈運 輸 業〉 人材育成とＩＴ　̶̶三重県・中田商事（運送業）

〈製 造 業①〉 取引先とのＥＤＩ　̶̶京都府・田中精工（電気機械器具製造業）

〈製 造 業②〉 事業拡大を支えるＩＴ　̶̶兵庫県・アンドール（衣料用下着企画製造業）

〈製 造 業③〉 海外展開と経営管理　̶̶広島県・ベンダ工業（リングギア製造業）

〈組織の活動〉 中小企業発のＥＤＩ標準化　̶̶愛知県・こじま事業協同組合連合会

〈流 通 業①〉 流通業が指向する提案型ビジネス　̶̶大阪府・天彦産業（特殊鋼流通業）

●「IT経営」の担い手、
 ITコーディネータ
●幅広い支援内容で
 　　地域に根づく活動を展開



ITコーディネータ協会からのメッセージ

①IT経営応援隊、地域イノベーションパートナーシップ
　IT経営応援隊は、経済産業省が推進する、IT経営の実現によ
る地域活性化のプロジェクト。中小企業IT経営力大賞、経営者研
修会、また地域経済産業局単位の事業などでIT経営へのきっか
けづくりを提供。平成20年度からは、さらにITを使う企業と提供す
る企業のパートナーシップにより地域経済の発展を目指す「地域
イノベーションパートナーシップ」事業を展開している。

②地域力連携拠点事業
　中小企業庁が平成20年度から実施している地域力連携拠点
事業は、地域支援機関・金融機関等が窓口となって、関係機関の
連携によりワンストップで中小企業の課題解決を目指している。平
成21年度は連携拠点として全国327機関が採択された。各拠点
に置かれる｢応援コーディネーター｣や課題に対応する専門家とし
て、ITコーディネータも参画している。

●そのほか、都道府県等の中小企業支援センターをはじめとする
各種機関の専門家派遣事業、商工会議所や商工会、金融機
関との連携など、様々な場面でITCが活動中。

特定非営利活動法人

電話：03-5733-8380
ITコーディネータ協会（ITCA）

　ITコーディネータ協会（ITCA）は、経済産業省
をはじめとした関連機関との連携のもと、ITコー
ディネータの資格認定、普及・啓発、実践活動支
援、継続的な育成支援などを推進しています。
　ITCのご活用については、ITコーディネータ協
会のホームページからお近くのITCを探すことが
できますので、どうぞご利用ください。ITCは全国
190以上に上る届出組織を作っています。これら
の組織も窓口となって、皆様をサポートします。
　また、ITコーディネータ協会でもご相談を承り
ます。

ITコーディネータ協会へITコーディネータの
活用に関するご相談は

会
社
の
未
来
の
た
め
に

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と

夢
を
語
り
ま
せ
ん
か

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
な
っ
て

お
手
伝
い
す
る
の
が

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
す

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

活
用
で
御
社
の
経
営
を

飛
躍
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

会
社
の
経
営
改
善
が

必
要
と
感
じ
た
ら
、

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

活
用
を
！

URL： http://www.itc.or.jp/

高橋真治 中塚一雄 山川元　元永亜子

ITコーディネータが活躍するプロジェクト（例）

　本冊子に掲載されたITコーディネータ活用事例は中小企業
のIT入門マガジン「COMPASS」（発行：リックテレコム）をもと
に制作しました。
　「COMPASS」は、協賛企業のご協力により、年4回（1月、4
月、7月、10月）発行しており、ITコーディネータの活用事例、公
的支援制度、経営改革を目的としたIT活用の方法などを、イラ
スト・図解を用いながらわかりやすく解説しています。
　中小企業経営者（情報関連ご担当者）の皆様は1社につき1冊
まで無料でお読みいただけます。ご登録はCOMPASSのWeb
サイトにて
URL : http://www.compass-it.jp/

ITコーディネータ協会
　専務理事　高橋明良

　ITコーディネータ資格制度は10年目に入り、一般企業
（企業規模も様々）はもちろん、自治体、大学、病院など幅
広い分野で業務改善やサービス向上を支援する事例が
生まれています。
　また、どんな相談もうまく受け止めて筋道を作り、具体的
な方策に落とし込める「間口の広いITC」も増えており、
様 な々段階での支援に応じられるようになってきています。
　企業の皆様には、経済産業省のIT経営応援隊事業で
開催される研修会やセミナー、地域力連携拠点事業、協
会が主催するIT経営カンファレンスなど、ITCが関わる事
業に是非足をお運びいただき、ITCの活動に直接触れて
いただければと思っております。

ITコーディネータ協会からの
メッセージ

徴徴 １１特特
経営者の立場で
話ができる

徴徴 22特特
成功のプロセスを
知っている

徴徴 33特特
経済産業省
推進の資格

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
政

府
の「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」を
支

え
る
重
要
な
人
材
と
し
て
、
経

済
産
業
省
が
推
進
す
る
資
格
で

す
。
毎
年
の
資
格
更
新
を
義
務

づ
け
て
お
り
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
品

質
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
い

信
頼
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
の
専
門

家
は
経
営
面
ま
で
は
カ
バ
ー
し
な

い
こ
と
が
多
く
、
経
営
者
の
思
い

を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
は
経
営
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
経
営
戦
略
に
沿
っ
た

Ｉ
Ｔ
化
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
経

営
戦
略
策
定
か
ら
シ
ス
テ
ム
導

入
・
運
用
ま
で
一
貫
し
た「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
プ
ロ
セ
ス
」を

習
得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
に
沿
っ
て
、
各
企
業
の
実
情
に

合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
や
儲
か
る
Ｉ
Ｔ
化
戦
略
の
実

現
・
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ITコーディネータはこんな人材です
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
技
術
が
急
速
に
普
及
し
、
企
業
活

動
に
お
い
て
、
も
は
や
I
T
は
不
可
欠

な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
販
路
開
拓
や

顧
客
と
の
関
係
強
化
を
は
じ
め
と
し
た

売
上
面
、
生
産
性
の
向
上
や
効
率
化
な

ど
の
コ
ス
ト
削
減
面
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
や
情
報
共
有
推
進
に

よ
る
人
材
の
有
効
活
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
I
T
が
有
効
に
作
用
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
業
に
忙
し
い
な
か
、

I
T
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
つ
け
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
社
内
に
I
T
の
専
門
家
を
置
か
な

い
企
業
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
直
接
I
T
ベ
ン
ダ
ー
に
相

談
す
る
と
、
特
定
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
勧
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
躊
躇

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
橋

渡
し
役
と
な
っ
て
企
業
の
課
題
に
即
し

た
I
T
活
用
を
支
援
す
る
人
材
が
I
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
I
T
C
）で
す
。

共
通
プ
ロ
セ
ス
を
持
ち
つ
つ

支
援
範
囲
は
広
い

　

I
T
C
は
経
営
戦
略
の
立
案
か
ら

I
T
戦
略
策
定
、
I
T
資
源
調
達
、

I
T
導
入
・
活
用
ま
で
を
一
貫
し
て
支

援
す
る「
プ
ロ
セ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

共
通
ス
キ
ル
と
し
て
身
に
付
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
沿
っ
て
、
企
業
ご
と
の
現

状
や
I
T
活
用
成
熟
度
に
応
じ
た
支
援

を
行
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

I
T
C
は
専
門
家
と
し
て
独
立
し
た

活
動
を
行
う
人
、
企
業
に
属
し
て
そ
の

ス
キ
ル
を
活
か
す
人
に
大
別
さ
れ
ま
す

が
、
企
業
が
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
の
は

主
に
前
者
の
I
T
C
に
な
り
ま
す

（
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
中
で
I
T
C
資
格

を
保
有
し
て
い
る
従
業
員
が
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

　

I
T
C
資
格
保
有
者
は
全
国
に
６
５

０
０
名
以
上
お
り
、
支
援
す
る
企
業
の

業
種
や
規
模
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

小
規
模
企
業
で
は
、
W
e
b
活
用
支
援

を
入
口
に
新
規
事
業
支
援
ま
で
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
事
例
、
中
規
模
企
業
で

は
、
取
引
先
を
巻
き
込
ん
だ
E
D
I
シ

ス
テ
ム
の
構
築
事
例
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

支
援
事
例
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

自
社
の
よ
り
よ
い
経
営
の
推
進
に
、

「
I
T
経
営
」の
専
門
家
で
あ
る
I
T
C

の
力
を
有
効
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

企業経営者の立場に立って企業経営者の立場に立って企業経営者の立場に立って
経営改革の支援や
ITベンダーとの橋渡しを行います
経営改革の支援や
ITベンダーとの橋渡しを行います
経営改革の支援や
ITベンダーとの橋渡しを行います
経営改革の支援や
ITベンダーとの橋渡しを行います

経営とITに精通する専門家のご紹介

ITコーディネータとは？



サポーター紹介

　太田垣氏は、IT関連企業に勤務しながら、
ITコーディネータとして地域の経営者を支援す
る活動を積極的に展開。イーエスプランニン
グのシステム導入では、永田氏からの提案を
客観的な立場から検証。藤岡社長は「一段
高い所から方向性を示していただいた」と、永
田氏は「システムには自信を持っているもの
の、知識や情報が豊富な太田垣さんからお
墨付きをもらうと確証が持てる」と感想を述べ
る。
　ユーザー側とITベンダーが共に成長できる
関係作りにも貢献しており、太田垣氏は「IT
ベンダーに対しては、“選別する”ことより“い
かに良いパートナーにしていくか”を考えるべ
き。ITコーディネータとしてその仲立ちができ
た」と話す。また、システムを使う過程で発生
した藤岡社長の疑問に対し、わかりやすく説

明し解決の選択肢を提示している。
　永田氏は、ITベンダーの経営者として地域
中小企業を顧客にビジネスを展開。経営者
がしたいことを無理ない投資で実現する方法
としてSaaS・ASP型を提唱している（イーエ
スプランニングのシステムは、同社用に作り
込んだＳａａＳ・ＡＳＰシステム）。永田氏が藤岡
社長の信頼を獲得したポイントの一つは、「使
うシステムが企業側のビジネスの中できちんと
償却できるかどうかをコーディネートできる点」
（藤岡社長）だったそうだ。経営者の考えを理
解し、費用対効果まで思いを共有できること
が良好な関係構築につながっている。
　太田垣氏と永田氏は、同社の事例を経済
産業省が推進する地域イノベーションパート
ナーシップのモデルとしても広く公開していく予
定とのことだ

会社概要

株式会社イーエス プランニング
兵庫県神戸市中央区栄町通6-1-19　P-CLUBセンタービル
設　　立：1989年
従業員数：53名
事業内容：駐車場事業委託サービス（80％）、
　　　　　駐車場運営コンサルティングサービス（10％）、
　　　　　建築事業（10％）
URL：http://www.esplanning.co.jp

http://www.p-club.co.jp

ITコーディネータ
太田垣 博嗣氏（右）
NPO法人 ＩＴコーディネータパートナーズ　会長
http://itcp.jp/
まいどフォーラム　代表
http://maido-forum.com/
永田 　造氏（左）
株式会社エムトーン　代表取締役
http://www.m-tone.co.jp/

代表取締役　藤岡義己氏

駐車場ビジネスは
　　データ取得から

ITを使って
リアルタイムに
集める！

イーエスプランニングのPPOSS

インター
ネット

データ
の活用 ・月額利用料

　金を払うス
　タイル
・本社ではデ
　ータ入力の
　手間なし

イーエスプランニング

自動的に
アップ

駐車場

エムトーンのサーバー

毎日の売上は？

時間単価は？

スペースの稼働率は？

時間帯や曜日の傾向は？

どんな顧客か？

・データの蓄積
・アプリケーション
　の運用
・分析ツールの
　提供

時間帯、
価格、場
所ごとの
売上デー
タ
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10
分
、
30
分
と
い
っ
た
小
刻
み
な
時

間
単
位
で
課
金
す
る
時
間
貸
し
駐
車
場

ビ
ジ
ネ
ス
は
、
果
た
し
て
ど
の
く
ら
い

儲
か
る
の
か
？

　

兵
庫
県
神
戸
市
を
中
心
に
65
箇
所
・

３
４
０
０
台
相
当
の
駐
車
場
を
運
営
す

る
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
藤
岡
義

己
社
長
に
率
直
な
疑
問

を
ぶ
つ
け
る
と
、「
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
な
ど
と
は
少
し
違
っ

て
、
や
り
方
次
第
で
売
上
が
上
が
る
ビ

ジ
ネ
ス
で
す
。
最
高
は
１
台
分
８
坪
の

ス
ペ
ー
ス
で
月
額
40
万
円
ま
で
い
き
ま

す
」と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
料
金

設
定
や
接
客
員
の
態
度
で
売
上
が
変
動

し
、「
不
動
産
業
と
い
う
よ
り
サ
ー
ビ
ス

業
」な
の
だ
と
い
う
。

　

平
成
元
年
に
建
設
・
不
動
産
事

業
の
会
社
を
興
し
た
藤
岡
社
長

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
後
の

建
設
不
況
を
見
込
ん
で
駐
車
場
運

営
へ
の
シ
フ
ト
を
図
っ
た
。「
大
手

企
業
が
参
入
し
に
く
い
ニ
ッ
チ
な

市
場
は
新
し
い
取
り
組
み
を
し
や
す

い
」と
考
え
た
か
ら
だ
。

利
用
動
向
の
詳
細
を
知
り
た
い

デ
ー
タ
は
ど
う
や
っ
て
集
め
る
？

　

駐
車
場
管
理
運
営
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態

を
つ
か
む
た
め
、
徹
底
し
た
デ
ー
タ
収

集
を
行
っ
た
。

　

当
初
は
日
次
売
上
の
明
細
報
告
を
各

駐
車
場
か
ら
受
け
、
本
社
で
入
力
。

デ
ー
タ
を
集
計
し
、
日
計
の
台
数
や
客

単
価
、
平
日
と
休
日
の
差
な
ど
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
分
析
し
た
。「
時
間
貸
し
の

平
均
利
用
時
間
は
１
０
０
分
、
週
２
回

以
上
停
め
て
く
だ
さ
る
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
が
多
い
な
ど
、
様
々
な
傾
向
が
見

え
て
き
ま
し
た
」と
の
言
葉
か
ら
、
細

部
に
わ
た
る
分
析
が
繰
り
返
さ
れ
た
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
管
理
台
数
が
大
き
く
伸
び

た
平
成
14
年
こ
ろ
に
は
手
入
力
で
は
追

い
つ
か
な
い
事
態
に
。
も
は
や
シ
ス
テ

ム
化
が
不
可
避
だ
っ
た
。

　

藤
岡
社
長
は
、
以
前
か
ら
参
加
し
て

い
る
地
元
経
営
者
の
勉
強
会「
神
戸
駅

前
大
学
」の
人
脈
か
ら
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン

ダ
ー
・
エ
ム
ト
ー
ン
を
経
営
す
る
永
田

祥
造
氏
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
太
田
垣
博
嗣
氏

か
ら
は
シ
ス
テ
ム
化
へ
の
客
観
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

す
で
に
価
値
が
見
え
て
い
た

ク
ラ
ウ
ド
型
の
I
T
活
用

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
資
格
を
持

つ
永
田
氏
は
、「
現
場
の
デ
ー
タ
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
吸
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
、

デ
ー
タ
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
の
考
え
か
ら
、
中
小
企
業
が
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
や
す
い
仕
組
み
と
し
て
ク
ラ
ウ

ド（
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
）型
を
推
奨
。
パ
ソ
コ
ン

を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
代
わ
り
に
使
い
、
各
駐

車
場
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
永
田
氏
の

会
社
の
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
す
る
方
法
を

提
案
し
た
。
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ

ソ
コ
ン
か
ら
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
。

　

当
時
は
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
や
ク
ラ
ウ
ド
と

い
う
言
葉
も
な
く
、
か
な
り
先
進
的
な

取
り
組
み
に
、
お
互
い
が
不
安
を
覚
え

る
部
分
も
あ
っ
た
。Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
太
田
垣
博
嗣
氏
が
こ
の
提
案
を

公
平
な
目
で
検
証
し
、
方
向
性
を
定

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
中
を
押
し
た
。

「
持
た
な
い
」シ
ス
テ
ム
で

売
上
に
見
合
っ
た
投
資
を
実
現

　

新
シ
ス
テ
ム
は「
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ（
ピ
ー

ポ
ス
）」と
名
付
け
ら
れ
、
す
で
に
８
回

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
い

る
。
月
額
利
用
料
金
制
な
の
で
、
初
期

投
資
も
か
か
ら
な
い
。「
イ
ン
フ
ラ
は

ど
ん
ど
ん
陳
腐
化
し
ま
す
か
ら
、
持
た

な
い
ほ
う
が
良
い
。
中
小
企
業
が
イ
ン

フ
ラ
を
作
っ
た
ら
大
手
に
負
け
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
の
投
資
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
償
却
で
き

る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」と
藤

岡
社
長
。「
持
た
ず
に
使
う
」仕
組
み
は

経
営
に
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

特
に
重
視
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
稼
働
率
。
顧
客
の
動
向
を
読

ん
で
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
稼
働
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
内

で
は
デ
ー
タ
を
元
に
１
週
間
単
位
で
店

舗
ご
と
の
目
標
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
駐
車
場
１
店
舗
の
総
売

上
が
数
ヶ
月
で
軒
並
み
３
割
ア
ッ
プ
。

経
営
基
盤
の
安
定
に
つ
な
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

は
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
Ｉ
Ｄ
に
顧
客
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
、
発
行
し
た
ポ
イ
ン
ト
を

駐
車
場
周
辺
の
店
舗
で
使
え
る
ク
ー
ポ

ン
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
意
図

を
、「
神
戸
は
、
１
人
の
人
間
が
生
活
も

し
仕
事
も
す
る
場
。
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

駐
車
場
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
入
口
と

し
て
機
能
さ
せ
、
近
隣
店
舗
と
共
存
共

栄
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
」と

藤
岡
社
長
は
説
明
す
る
。
駐
車
場
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
、
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

真
骨
頂
で
あ
る
。

パーキングのレ
ジとして使うパ
ソコン。この
データはエム
トーンが管理
するサーバーに
ダイレクトに送
られる

イーエス プランニングは、「中小企業 IT 経営力大賞 2009」においてITコーディネータ協会会長賞を受賞しました。

駐
車
場
ビ
ジ
ネ
ス
は
サ
ー
ビ
ス
業
だ
！

収
益
力
を
左
右
す
る
売
上
デ
ー
タ
の
分
析
活
用

兵
庫
県
神
戸
市
・
駐
車
場
管
理
業　

イ
ー
エ
ス 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

事業の創出①

本記事は「COMPASS」2009年夏号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年 7月現在の情報に基づいています。

ビジネスモデル
をつくる



サポーター紹介

支援機関紹介

会社概要

耶麻印刷株式会社
福島県喜多方市花園16
設　　立：1948年
従業員数：8名
事業内容：印刷業。印刷種別は、名刺/ポスター/

会報/はがき/チラシ/中綴じなど。地元
会津地域および近隣都市（郡山など）
およびインターネットを通じた全国か
らの受注が特徴

URL：http://eweb-net.com/yama/

代表取締役社長
芳賀裕示氏

ケータイによる会津のWeb商店街づくり構想耶麻印刷のサイト
〔eナビあいづ〕

売上やサービス向上策を模索している商店（一般消費者を顧客）など

資料提供／耶麻印刷

加盟店の
情報交換会
セミナー

販促印刷物の
提供

ケータイメールと
ホームページで
集客アップ

地元信用組合

美容室 飲食店 宿泊 住宅

販促をトータルで支援する企業に

　ケータイのWebサイトとメール配信プラットフォームを作り、クーポン発行やメルマガなど
を使って地域企業の販促を支援する。
　ケータイサイトへのアクセスはQRコードをカメラで読み取るのがもっとも簡単な方法。耶
麻印刷はQRコード配布によって新たな印刷物需要が生まれることにも期待しているという。
　9月と10月には会津商工信用組合主催のセミナーを開催し、ITC山口氏とともにケータイ
を使った販促事例を紹介。さらなる普及に努めていく予定だ。

連携連携 耶　麻　印　刷

ITコーディネータ

　福島県中西部を中心に活動するITコーディネータ。大手ベンダー
で勤務の後、独立。最近ではITを活用した農業の新興も模索中だ。
　耶麻印刷とは講師を務めたセミナーで出会い、約1年間支援を
行った。さらに2008年からは地域力連携拠点事業を使って新規事
業の推進をサポート。
　芳賀社長が山口氏に支援を依頼したのはSEO対策など、専門家
として信頼を得る要素を具体的に提示できたことが大きい。また、
実際の支援の過程では、「どんな対策を立てればよいかのアドバイ
スにおいて発想が提案型であり、経営者として受け入れやすい」と、
芳賀社長は特に評価している。ケータイの新規事業についても、ベ
ンダーの選定から普及方法まで支援を行っている。

　会津商工信用組合では、県内の3信用組合と共同で地域力連携
拠点事業に参加。金融機関が広く経営支援に関与する理由につい
て、五十嵐氏は次のように整理する。
　「厳しい経済環境の中では目先の資金繰りが中心になってしまいま
すが、本当に企業の中味を改善していかなくては企業が“良くなった”
とは言えません。そこで企業の付加価値が高まるような経営改善支
援もしていこうというのが私どもの考え方です」
　ITCとの交流や企業訪問を重ねるなかで、企業におけるITの使い
方が良く見えてきたという。
　耶麻印刷のケータイ販促システムの普及・活用推進においても地
域企業と深いつながりを持つ信用組合はカギを握る存在。金融機
関自らが活用することも計画されており、牽引役としての期待が寄せ
られている。

ITノウハウ、印刷技術、
コンサルティング

ITノウハウ、印刷技術、
コンサルティング

ITコーディネータ
山口康雄氏
フクジンコンサルタンツ
代表取締役
http://www.fukujinn.com/

会津商工信用組合
地域・企業支援室　室長
五十嵐浩幸氏
http://www.aizushinkumi.co.jp/
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著
名
な
検
索
サ
イ
ト
で「
激
安
カ

ラ
ー
印
刷
」と
検
索
す
る
と
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
の
が
耶

麻
印
刷
の
W
e
b
サ
イ
ト
だ
。

　

蔵
と
ラ
ー
メ
ン
の
町
と
し
て
知
ら
れ

る
会
津
・
喜
多
方
市
で
チ
ラ
シ
や
学
校

新
聞
を
は
じ
め
と
し
た
印
刷
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
同
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
興
隆
に
い
ち
早
く
注
目
。
1
9
9 

6
年
に
地
元
会
津
を
紹
介
す
る
W
e
b

マ
ガ
ジ
ン「
あ
い
づ
お
役
立
ち
ね
っ
と
」

を
立
ち
上
げ
、
2
0
0
0
年
に
は
自
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
の
ネ
ッ
ト
受
注

を
開
始
し
た
。

　

も
と
も
と
地
域
新
聞
の
発
行
社
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
情
報
発
信
を
文
化
と
す

る
企
業
で
あ
る
が
、
紙
の
印
刷
物
が
主

流
の
企
業
が
先
陣
を
切
っ
て
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
理
由
と
は
何
な
の
か
。

　
「
印
刷
は
世
の
中
が
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
需
要
が
発
生
し
ま
す
。
喜
多
方

は
ラ
ー
メ
ン
で
有
名
に
な
り
ま
し
た

が
、
名
物
が
生
ま
れ
れ
ば
印
刷
物
も
必

要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
常
に
革
新
的

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
が
起
点
に
な
る
の
で
す
」

　

芳
賀
裕
示
社
長
の
発
想
は「
需
要
の

創
出
」の
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

営
業
所
を
つ
く
る
よ
り

W
e
b
の
有
効
活
用
を

　

W
e
b
サ
イ
ト
を
通
じ
た
印
刷
受
注

は
、
業
界
内
で
も
早
い
取
り
組
み
だ
っ

た
。「
首
都
圏
か
ら
仕

事
を
受
け
る
な
ら
営

業
所
を
作
る
の
が
一

般
的
で
す
が
、
コ
ス

ト
を
考
え
る
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
分
が

あ
る
」（
芳
賀
社
長
）の

が
そ
の
理
由
だ
。
価

格
や
利
便
性
の
特
徴

を
打
ち
出
し
、
2
年

目
に
は
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
り
出
し
た
。
ネ
ッ
ト
受
注
は
大
き

な
伸
び
を
示
し
、
市
場
環
境
が
厳
し
い

印
刷
業
に
あ
っ
て
同
社
の
売
上
を
支
え

る
柱
に
成
長
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
5
年
ほ
ど
経
っ
た
と
こ

ろ
で
売
上
は
横
ば
い
に
。
競
争
相
手
が

増
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

手
を
打
つ
必
要
を
感
じ
た
芳
賀
社
長

は
、
会
津
柳
津
の
旅
館
滝
の
や（
本
誌

2
0
0
8
年
夏
号
で
紹
介
）で
開
催
さ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
を
テ
ー
マ

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
そ
こ
で

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
I
T
C
）山
口

康
雄
氏
の
講
演
を
聴
く
。

　
「
S
E
O
対
策
な
ど
す
べ
き
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
実
行
に
は
専
門

的
な
知
識
が
必
要
と
、
講
演
後
す
ぐ
に

山
口
さ
ん
に
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
」

　

早
速
I
T
C
山
口
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
W
e
b
戦
略
の
再
構
築
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
の
内
容
を
山
口
氏
は
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
ま
ず
は
現
状
を
分
析
し
目
指
す
方

向
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
耶
麻
印
刷
が

得
意
と
す
る
印
刷
用
途
を
洗
い
出
し
、

用
途
に
応
じ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
し
て

も
ら
え
る
よ
う
ペ
ー
ジ
構
成
を
変
更
し

て
い
き
ま
し
た
」

　

学
校
新
聞
、
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
選

挙
ポ
ス
タ
ー
、
会
社
説
明
会
資
料
な

ど
、
顧
客
が「
し
た
い
こ
と
」ご
と
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
、
費
用
や
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
た
。
こ
の
策
が
奏
功
し
て

ヒ
ッ
ト
率
が
上
昇
。

　

一
方
、
ネ
ッ
ト
受
注
で
は
、
直
接
顔

を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
、
納
期
管

理
や
品
質
管
理
な
ど
に
高
い

レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を

使
っ
た
受
注
情
報
の
共
有
、

制
作
室
に
直
接
問
い
合
せ
が

で
き
る
電
話
番
号
の
公
開
な

ど
、
社
内
体
制
も
整
え
て
き

た
。

　

さ
ら
に
、
不
完
全
な
印
刷
デ
ー
タ
を

整
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
顧
客
ご
と
に
過

去
の
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
ー
に
保
管
す
る

な
ど
、
顧
客
の
利
便
性
向
上
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

誰
も
が
持
っ
て
い
る
ケ
ー
タ
イ
で

地
域
活
性
化
を
図
る

　

そ
し
て
2
0
0
8
年
に
入
り
、
耶
麻

印
刷
は
新
た
に
ケ
ー
タ
イ
を
使
っ
た
地

域
企
業
の
販
促
支
援
に
踏
み
出
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
全
国
向
け
の
情

報
発
信
だ
と
す
る
と
、
地
域
内
で
の
情

報
発
信
に
は
ケ
ー
タ
イ
が
ふ
さ
わ
し

い
。
ケ
ー
タ
イ
サ
イ
ト
と
メ
ー
ル
配
信

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
て
販

促
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
」と
芳
賀
社
長
。
こ
の
事
業
は
中
小

企
業
庁
が
実
施
し
て
い
る
地
域
力
連
携

拠
点
事
業
の
一
環
と
し
て
、
会
津
商
工

信
用
組
合
、
I
T
C
山
口
氏
の
協
力
を

得
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

会
津
商
工
信
用
組
合
地
域
・
企
業
支

援
室
の
五
十
嵐
浩
幸
室
長
が「
こ
の
ア

イ
デ
ア
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

と
共
存
し
て
い
こ
う
と
の
思
い
に
共
感

し
ま
す
。
ぜ
ひ
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
よ
う
に
、
耶
麻
印
刷
は
、
も
は

や
印
刷
業
か
ら
地
域
の
販
促
支
援
業
に

業
態
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

耶麻印刷は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」においてＩＴ経営実践企業に認定されました。

顧
客
視
点
の
We
b
サ
イ
ト
で
全
国
か
ら
受
注

地
域
企
業
へ
の
ケ
ー
タ
イ
販
促
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も

福
島
県
喜
多
方
市
・
印
刷
業　

耶
麻
印
刷
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

印刷業から
販促支援業へ

事業の創出②

本記事は「COMPASS」2009 年秋号の特集「売っているものは何ですか？」より抜粋したものです。
掲載内容は2009 年 10月現在の情報に基づいています。



代表取締役　小林正博氏（写真右）
取締役　部長　秋田秀仁氏（左）

会社概要

共栄産業株式会社
東京都豊島区巣鴨1-19-12　八木下ビル
設　　立：昭和43年
従業員数：83名
事業内容：時計修理業、
 海外高級時計の輸入・販売
URL：http://www.kyoeico.com/

時計修理のプロセスを明確化する！

●連携把握
　　スピーディな
　　　　　顧客対応

●正確な作業記録
　　スピード化
　　技術レベル把握

●再修理内容記録
　　原因究明
　　ノウハウ共有

入　庫 見　積 修　理 出　庫

●　修理品確認
●　作業時間の記録

修理室
●　内　容
●　原　因

再修理記録

仕事場に置かれたパソコンでは、作
業開始／終了の入力のほか、進捗
状況も把握できる。

データを一元管理
誰が・いつ・何を
何時間？

時計修理の現場（上）
それぞれの作業は細かく、
技術を覚えるには3年はかかるという。

サポーター紹介

ITコーディネータ
阿部満氏
ブリッジ・リサーチ＆コンサルティング　代表
http://www.bridge-rac.com/

　IT経営に関するリサーチ事業とコンサルティング事業を行ってい
る若手ITコーディネータ。ＩＴ経営応援隊の研修会インストラクター、
Ｊ-ＳａａＳ普及指導員など、公的機関の講師としても活躍している。
　共栄産業とは、2008年春先のIT経営キャラバン隊活動で交流
を持ち、同社の企業としての体制確立をサポートすることに。
　社内でプロジェクトを組み、SWOT分析などによって現状を洗い
出した。企業理念の策定や人事制度改革の相談にものっている
そうだ。
　秋田氏は、「他社から『コンサルティングが入って無理矢理やら
されている』と聞くことがありますが、阿部さんの話には皆、真剣
に耳を傾けています。本当に改革したい気持ちが醸成されている
ように感じています」と言う。
　阿部氏の分析では、「共栄産業さんはIT経営のステージ3まで
きています。ステージ4の企業間最適化段階へ進むには社外との
情報交換が重要なので、ホームページの有効活用などもご案内し
ています」とのことだ。良い会社をさらに磨くのもITコーディネータ
の大切な役割である。
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白
衣
を
着
た
技
術
者
が
レ
ン
ズ
を
覗

き
黙
々
と
手
を
動
か
す
そ
の
部
屋
は
、

む
や
み
に
く
し
ゃ
み
な
ど
で
き
な
い
よ

う
な
、
静
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

東
京
都
豊
島
区
の
共
栄
産
業
は
、
ロ

レ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
、
世
界
に
名
だ
た
る

高
級
時
計
の
修
理
や
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

を
手
が
け
て
い
る
会
社
。
数
百
万
円
レ

ベ
ル
の
時
計
が
こ
こ
で
一
つ
ひ
と
つ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

腕
時
計
の
電
池
販
売
か
ら
海
外
の
高

級
時
計
販
売
、
修
理
業
へ
と
事
業
を
広

げ
て
き
た
同
社
は
、
時
計
修
理
の
第
一

人
者
、
宅
間
三
千
男
氏
を
招
き
入
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
修
理
技
術
者
を
志

望
す
る
人
材
が
集
ま
り
始
め
た
。
今
で

は
時
計
の
国
・
ス
イ
ス
か
ら
難
し
い
修

理
を
依
頼
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

専
門
家
ゆ
え
の
気
質
が

採
算
割
れ
を
生
ん
で
い
た

　

高
い
技
術
者
を
有
し
信
頼
を
寄
せ
ら

れ
て
い
る
同
社
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の

点
が
経
営
課
題
で
も
あ
っ
た
。
小
林
正

博
社
長
は
３
年
前
ま
で
の
状
況
を
こ
う

打
ち
明
け
る
。

　
「
修
理
事
業
は
毎
月
２
０
０
万
円
ほ

ど
の
赤
字
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
プ
ロ
が
１
日
２
〜
３
点
修
理
す

る
と
こ
ろ
、
新
人
は
１
個
程
度
。
３
年

ほ
ど
か
け
て
や
っ
と
一
人
前
に
育
て
た

と
思
っ
た
ら
、
他
社
に
引
き
抜
か
れ
る

こ
と
も
…
」

　

技
術
者
は
長
い
育
成
期
間
＝
先
行

投
資
を
要
す
る
の
に
加
え
、〝
時
計
好

き
〞
が
集
ま
る
現
場
に
は
、
興
味
の
あ

る
時
計
か
ら
取
り
掛
か
っ
た
り
、
作
業

ス
ピ
ー
ド
へ
の
意
識
が
薄
い
な
ど
、
専

門
技
術
者
な
ら
で
は
の
風
土
が
あ
っ
た
。

　

技
術
力
を
維
持
し
た
ま
ま
、
い
か
に

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
軌
道
に
載
せ
る
か
？

　

共
栄
産
業
で
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

招
い
て
業
務
改
革
に
踏
み
出
し
、
並
行

し
て
稼
働
が
不
安
定
だ
っ
た
業
務
記

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
業
務
改
革
に
沿
っ

た
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
え
る
べ
く
検
討

を
進
め
た
。
業
務
フ
ロ
ー
を
見
直
す
一

環
と
し
て
、
一
連
の
修
理
工
程
を
ビ
デ

オ
に
撮
影
し
段
取
り
の
改
善
を
考
え
る

こ
と
も
行
っ
た
と
い
う
。

工
程
が
数
値
で
と
ら
え
ら
れ

効
率
が
1.5
倍
に

　

２
０
０
６
年
春
に
は
新
し
い
シ
ス
テ

ム
が
完
成
。
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
一
体
と
な
り
、
社
内
に
変
化
を
も
た

ら
し
た
。

　
「
修
理
依
頼
を
受
け
て
か
ら
納
品
ま

で
の
工
程
を
す
べ
て
記
録
し
一
元
管
理

し
ま
し
た
。
作
業
室
に
パ
ソ
コ
ン
を
置

き
、
技
術
者
は
修
理
開
始
と
終
了
を
登

録
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
誰
が
ど
の

修
理
を
何
時
間
か
け
て
行
っ
た
か
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
」

　

Ｃ
Ｉ
Ｏ
役
を
務
め
る
取
締
役
の
秋
田

秀
仁
氏
は
Ｉ
Ｔ
活
用
の
第
一
の
意
図
を

説
明
す
る
。
各
人
の
工
程
を
〝
見
え
る

化
〞
す
る
こ
と
で
、
管
理
者
も
数
値
に

基
づ
い
た
ジ
ャ
ッ
ジ
が
で
き
、
技
術
者

側
の
意
識
も
高
ま
っ
た
。
当
初
は
猛
反

発
が
あ
っ
た
が
、
強
制
せ
ず
に
、
雰
囲

気
作
り
が
な
さ
れ
る
の
を
見
守
っ
た
と

い
う
。

　

さ
ら
に
、
再
修
理
が
発
生
し
た
場
合

は
、原
因
を
究
明
し
て
記
録
し
、社
内
で

共
有
。
同
社
の
再
修
理
率
は
業
界
平
均

よ
り
か
な
り
低
い
が
、
さ
ら
に
下
げ
て

手
戻
り
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
月
間
３
０
０
０
個

だ
っ
た
修
理
個
数
は
1.5
倍
の
４
５
０

０
個
レ
ベ
ル
に
上
昇
。
現
在
は
５
０
０

０
個
が
こ
な
せ
る
体
制
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
シ
ス
テ
ム
は
修
理
品
が
今

ど
こ
に
あ
る
か
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
で
き

る
の
で
、「
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
せ

に
い
つ
で
も
正
確
に
回
答
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」（
秋
田
氏
）の
も
大
き
い
。

　

修
理
技
術
と
い
う
強
み
を
、
業
務
改

革
と
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
っ
て
収
益
が
上
が
る

事
業
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

会
社
の
現
状
を
見
直
し

強
い
体
質
作
り
を

　

修
理
工
程
の
業
務
改
革
が
一
定
の
成

果
を
見
た
共
栄
産
業
は
、
さ
ら
に
、
企

業
と
し
て
の
体
質
改
善
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
阿
部
満
氏
の
協

力
を
得
て
、
２
０
０
８
年
に

は
自
社
の
現
状
を
再
分
析
。

人
事
改
革
や
次
な
る
Ｉ
Ｔ
活

用
も
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
阿
部
氏
は
、「
皆
さ
ん
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
中

長
期
戦
略
策
定
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
修
理
技

術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
り
な
ど
売
上
を
伸
ば
す
た
め
の
Ｉ
Ｔ

に
よ
っ
て
も
っ
と
伸
び
る
会
社
だ
と
思

い
ま
す
」と
言
う
。

　

時
計
修
理
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
注

目
を
集
め
る
日
も
近
そ
う
だ
。

共栄産業は、「中小企業 IT 経営力大賞 2009」においてIT 経営実践企業に認定されました。

東
京
都
豊
島
区
・
時
計
修
理
販
売
業　

共
栄
産
業
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

サービス業

本記事は「COMPASS」2009年春号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年 4月現在の情報に基づいています

ス
イ
ス
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
時
計
修
理
技
術
を

工
程
把
握
シ
ス
テ
ム
で
収
益
事
業
に
育
て
る

「見える化」で
強みを伸ばす



会社概要

株式会社天彦産業
大阪府大阪市住之江区南港南5-5-26
設　　立：1944年（創業1875年）
従業員数：39名
事業内容：鉄鋼一次・二次製品・加工品の

販売。在庫を保有し、即納入対応
はもちろん加工品も供給。海外拠
点（タイ、上海）を含め鉄鋼製品の
輸出入も手がける。加工品売上：
素材売上＝4：6。

URL：http://www.tenhiko.co.jp/

サポーター紹介

ITコーディネータ
岡田修一氏
合資会社
岡田修一業務設計事務所

　関西を中心に活動する独立系ITコーディネータ。
業務改革推進と情報システム設計、基幹システムの
導入支援などを得意とする。ヒヤリングに基づいた
情報整理・分析と文書化の的確さには定評がある。
　IT経営成功事例として広く知られる東海バネ工業
の支援を手がけ、同社の紹介で取引先である天彦産
業のサポートに携わることとなった。
　「ITコーディネータは自社にはあまり関係がないと
思っていたが、いろいろ話をしていく中でこの人には
全部裸にしていい」と感じた樋口社長は、情報を
100％公開。「年2回の全社会議にも出席していただ
いています」という。
　半年間、週1回の勉強会を通じて経営方針や業務
の洗い出しを行った後、システム提案依頼書を作成
してベンダーの選定を行った。何をしたいかが明確
になったうえでのシステム構築は「後から追加システ
ムが発生することがなく、投資する側の安心感も高
い」と樋口社長は話す。
　岡田氏は「ITコーディネータプロセスに従っている
だけ」と淡々と答えるが、熱い心で冷静にアドバイス
する姿勢が、信頼の獲得につながっているようだ。

代表取締役社長
樋口友夫氏（左）

取締役　管理部次長
樋口威彦氏（右）

オフィスの風景

ホームページにはシリコロイなど
取扱品の紹介のほか、樋口社長のブログも

課　題

顧　客

特殊網の素材販売から、一歩踏み込む

IT活用 ・Webのリニューアルでアピール
・基幹システムのリニューアル
・特殊鋼用途集のデータベース化
・メーリングリスト・グループウェアに
よる情報共有

ニーズ

営　業

天彦産業の経営改革

同業者　　
　　エンドユーザーを含んだ市場に

素材の安定供給
　　納期・コスト・品質を加味した提案へ
信頼関係の構築
　　新規開拓＋提案営業へ

本社敷地内の加工工場
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明
治
8
年
に
ノ
コ
ギ
リ
メ
ー
カ
ー
と

し
て
創
業
、
現
在
は
特
殊
鋼
の
流
通
業

を
営
む
大
阪
府
の
天
彦
産
業
は
、
タ

イ
、
中
国
を
拠
点
に
海
外
に
も
販
路
を

広
げ
る
。
す
で
に
大
正
時
代
か
ら
ア
ジ

ア
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
が
け
て
お
り
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
同
社
の

「
企
業
文
化
」で
も
あ
る
。
業
界
の
主
市

場
で
あ
る
自
動
車
産
業
に
偏
ら
ず
、
多

様
な
企
業
と
取
引
を
展
開
。
2
0
0
3

年
か
ら
は
特
殊
ス
テ
ン
レ
ス「
シ
リ
コ

ロ
イ
」の
開
発
会
社
と
事
業
提
携
し
、

独
自
性
を
一
層
高
め
て
い
る
。

　
「
経
営
は
環
境
適
応
業
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
単
な
る
素
材
卸
で
は

生
き
延
び
ら
れ
ま
せ
ん
。
特
殊
鋼
の
プ

ロ
と
し
て
い
か
に
役
に
立
つ
か
。〝
お

役
立
ち
〞
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
」

　

5
代
目
経
営
者
で
あ
る
樋
口
友
夫
社

長
は
現
在
の
事
業
環
境
を
こ
う
説
明
す

る
。
従
来
か
ら
の
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
顧

客
を
開
拓
す
る
営
業
方
法
や
、
注
文
に

応
じ
て
商
品
を
卸
す
と
い
う
流
通
と
し

て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
徐
々
に
変
化
さ
せ

て
き
た
。

W
e
b
に
よ
る
新
規
開
拓
と

一
歩
踏
み
込
ん
だ
提
案

　

顧
客
開
拓
に
つ
い
て
は
、
W
e
b
サ

イ
ト
に
よ
る
情
報
開
示
や
シ
リ
コ
ロ
イ

の
徹
底
ア
ピ
ー
ル
に
よ
り
、
新
規
顧
客

の
開
拓
を
実
現
。
C
I
O
の
樋
口
威
彦

取
締
役
に
よ
る
と「
4
月
に
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
か
ら

毎
日
問
い
合

せ
が
入
っ
て

く
る
状
況
」だ

と
い
う
。

　

そ
し
て
も

う
一
つ
は「
顧

客
ご
と
に
特

殊
鋼
の
用
途

を
聞
き
、
前

工
程
な
ど
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
提
案
し
て
い
く
」（
樋
口
社
長
）

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
事
業
領
域

の
拡
大
だ
。
商
談
現
場
か
ら
新
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
み
出
し
、〝
流
通
+
加
工
〞
の

新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

天
彦
産
業
で
は
、
営
業
担
当
者
も
図

面
が
読
め
る
こ
と
が
前
提
だ
。
多
様
な

経
験
を
背
景
に
、
加
工
面
の
一
括
受
注

に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
提
案

や
、
用
途
別
の
素
材
提
案
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
方
針
は
W
e
b
を
通
じ

た
取
引
も
同
じ
。
樋
口
社
長
は
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
海
外
か
ら
の
問
い
合
せ
で
も
、
こ

ち
ら
に
知
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と

お
客
様
の
反
応
が
違
い
ま
す
。
現
在
、

女
性
を
中
心
と
し
た
W
e
b
販
促
チ
ー

ム
が
特
殊
鋼
の
用
途
集
を
〝
宝
箱
〞
と

名
づ
け
て
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
活
用
し
、
さ
ら
に
営
業
を
強
化
し

た
い
」

一
度
は
頓
座
し
た
シ
ス
テ
ム
改
変

専
門
家
の
活
用
で
再
ス
タ
ー
ト

　

一
方
、
社
内
の
I
T
活
用
に
目
を
向

け
る
と
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

旧
来
の
オ
フ
コ
ン
の
ま
ま
で
、
欲
し
い

分
析
資
料
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。

　
「
5
年
ほ
ど
前
に
シ
ス
テ
ム
改
変
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
換
え
る

こ
と
が
先
に
た
ち
ベ
ン
ダ
ー
主
導
の
進

行
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
旦
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
ま
し
た
」（
樋
口
取
締
役
）

　
「
も
う
一
回
や
り
直
し
た
い
…
」そ
う

思
っ
て
い
た
同
社
に
き
っ
か
け
を
提
供

し
た
の
は
、
取
引
先
で
あ
る
東
海
バ
ネ

工
業
の
渡
辺
良
機
社
長
だ
っ
た
。
同
社

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ（
I
T
C
）岡
田
修
一
氏
の
紹
介
を
受

け
、
2
0
0
6
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
を
開
始
。

　
「
最
初
に『
ど
ん
な
経
営
を
し
た
い
の

か
』と
問
わ
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
か
ら
入
る
今
ま
で
の
や
り
方

と
違
い
ま
し
た
か
ら
」

　

樋
口
社
長
は
当
時

を
振
り
返
る
。
業
務

の
細
部
に
わ
た
っ
て

棚
卸
も
行
い
、
改
め

て
目
指
す
方
向
が
見

え
た
と
い
う
。
自
身

を
「
I
T
ア
レ
ル

ギ
ー
気
味
の
ア
ナ
ロ
グ
人
間
」と
評
す

る
が
、
I
T
に
長
け
た
樋
口
取
締
役
の

存
在
、
そ
し
て
親
し
い
渡
辺
社
長
が

I
T
を
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
を

見
て「
こ
れ
な
ら
自
分
も
で
き
る
」と
思

え
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
数
社
に
よ
る
コ
ン
ペ

の
結
果
、
鋼
材
流
通
に
強
い
ア
イ
ル
社

に
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。「
加
工
品

の
進
捗
管
理
も
含
め
た
受
注
管
理
、
在

庫
管
理
な
ど
が
実
現
さ
れ
、
手
作
業
に

よ
る
集
計
を
す
る
こ
と
な
く
売
上
や
仕

入
の
実
績
デ
ー
タ
が
手
に
入
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
樋
口
取
締
役
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
活
用
し
て
営
業
情
報
の
共
有
も
図
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

　

I
T
C
岡
田
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
は

捻
出
で
き
た
時
間
を
ど
う
戦
略
的
な
面

に
使
う
か
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。
も
と

も
と
社
員
を
大
事
に
し
、
社
員
間
の
信

頼
関
係
も
強
い
会
社
な
の
で
、
情
報
を

う
ま
く
武
器
に
し
て
い
け
る
で
し
ょ

う
」と
期
待
を
込
め
る
。

　

同
社
は
自
己
啓
発
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

委
員
会
活
動
な
ど
、「
人
」の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
I
T
シ
ス
テ
ム
の
整

備
に
よ
り
、
そ
の
基
盤
が
会
社
の
力
と

な
っ
て
さ
ら
に
発
揮
さ
れ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

天彦産業は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」においてIT 経営実践企業に認定されました。

大
阪
府
大
阪
市
・
特
殊
鋼
流
通
業　

天
彦
産
業
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

流通業①

本記事は「COMPASS」2009 年秋号の特集「売っているものは何ですか？」より抜粋したものです。
掲載内容は2009 年 10月現在の情報に基づいています。

特
殊
鋼
へ
の
精
通
強
み
に
事
業
領
域
を
拡
大

情
報
活
用
の
基
盤
は「
人
」へ
の
こ
だ
わ
り

流通業が指向する
提案型ビジネス



会社概要

株式会社白木屋
宮城県仙台市青葉区一番町1-13-14
設　　立：1940年
従業員数：44名
事業内容：文具・事務用品・オフィス家具

の販売、複写機等OA機器販売
およびメンテナンス等、オフィス
ソリューションを提供

URL：http://www.shirokiya.net

仙台市にある営業本部は、オフィスソリュー
ションのショールーム的存在である

代表取締役社長
白木大作氏

白木屋のホームページは既存顧
客を対象にしたe-shopへリンク
されている。IDとパスワードの
入力によりサイトを利用するこ
とができる URL：http://www.shirokiya.net

常務取締役
佐藤　均氏

白木屋のビジネススタイル

〈会社を支えるITの活用〉
　○営業支援…まずはグループウェアの導入でスケジュール共有
　○基幹データの活用…情報の一元管理　＋　分析ツールで
 「見たい切り口」でデータ分析

顧客企業

白木屋

配送 複合機
メンテナンス

チラシ

電話 FAX インターネット

受注窓口

多様な接点で
「顔が見える」
関係づくりを

サポーター紹介

　仙台を拠点に東北地方で活躍するITコーディネー
タ。経営戦略の策定 から、システムの企画、開発、
運用・保守まで一貫して支援できる。東北地域イノ
ベーションパートナーシップ・東北IT経営応援隊の
事務局をサポートする存在でもあり、事業の一環とし
てITコーディネータプロセスを習得する研修会を行っ
ている。
　白木屋とは数年前から交流を深めており、「ITを
ツールとし、顧客を中心に据えるあり方」を高く評価
している。
　白木社長は、「自分たち自身で社内の状況を客観
的に見ることはなかなかできないものなので、佐藤さ
んに外からのご意見としてアドバイスをいただいてい
ます」と感想を話す。佐藤氏は最近はクラウドコン
ピューティングに注目するなど、タイムリーな情報を
逃さずキャッチしている。
　中小企業IT経営力大賞への応募の際も、佐藤氏
がヒヤリングおよび書類作成に協力し、同社のビジ
ネスの特徴を的確に表現した。

ITコーディネータ
佐藤賢一氏
株式会社
IT経営コンサルティング
代表取締役社長
http://www.it-management.jp/
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例
え
ば
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の
在
庫
が

な
く
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
注
文
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

電
話
で
も
F
A
X
で
も
ネ
ッ
ト
で
も

好
き
な
方
法
で「
い
つ
も
の
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
を
10
個
」と
伝
え
れ
ば
発
注
で
き

る
の
が
宮
城
県
仙
台
市
の
白
木
屋
だ
。

　

白
木
屋
は
約
70
年
前
に
文
房
具
店
と

し
て
商
い
を
始
め
た
。
現
在
は
２
０
０

９
年
に
経
営
を
引
き
継
い
だ
白
木
大
作

社
長
が
指
揮
を
と
り
、
法
人
向
け
に
オ

フ
ィ
ス
家
具
や
複
合
機
も
含
め
た〝
オ

フ
ィ
ス
に
必
要
な
も
の
一
式
〞を
販
売

し
て
い
る
。
取
り
扱
い
商
品
は
カ
タ
ロ

グ
掲
載
品
だ
け
で
も
2
万
ア
イ
テ
ム
に

上
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
向
け
文
具
と
い
う
と
大
手

文
具
メ
ー
カ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト

系
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ス
ク
ル
の
台
頭
が
目

ざ
ま
し
い
が
、
白
木
屋
は
同
社
の
代
理

店
を
務
め
つ
つ
も
、
地
域
店
な
ら
で
は

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が
ネ
ッ
ト

販
売
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

白
木
屋
で
は
ｅ

｜ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
と
い
う

販
売
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
る
が
、
対
象

に
な
る
の
は
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発

行
さ
れ
た
既
存
顧
客
の
み
。
サ
イ
ト
内

は
自
由
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
け
る
欄
が

あ
り
、
顧
客
は
型
番
や
商
品
名
を
調
べ

な
く
と
も
、
冒
頭
に
挙
げ
た
よ
う
な
ラ

フ
な
形
で
も
注
文
で
き
る
。
こ
の
仕
組

み
だ
と
白
木
屋
側
は
受
注
を
自
動
処
理

で
き
な
い
が
、
顧
客
が
注
文
し
や
す
い

ほ
う
を
優
先
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
確
か
に
合
理

化
で
き
ま
す
が
、
利
便
性
を
考
え
る
と

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
人

間
的
な
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
な
の
で

す
」と
、
常
務
取
締

役
の
佐
藤
均
氏
は
意

図
を
説
明
す
る
。

顧
客
と
接
す
る
と
こ
ろ
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
あ
り

　

ま
た
、
多
様
な
受
注
窓
口
に
加
え
、

複
合
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
配
送
な
ど

1
社
の
顧
客
と
複
数
の
接
点
を
持
っ
て

い
る
こ
と
も
同
社
の
強
み
。
顧
客
の
動

向
を
多
面
的
に
つ
か
め
る
一
方
、
配
送

時
の
訪
問
を
コ
ン
タ
ク
ト
の
場
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ
。
同
社
で
は
配

送
時
に
お
勧
め
商
品
の
チ
ラ
シ
を
手
渡

す
な
ど
、
顧
客
と
の
関
わ
り
を
生
か
す

よ
う
心
が
け
て
い
る
。
白
木
社
長
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
た
だ
商
品
を
売
り
に
い
く
だ
け
で

は
価
格
勝
負
に
な
り
、
差
を
つ
け
る
の

は
難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
お
客

様
が
本
当
に
欲
し
て
い
る
も
の
を
見
つ

け
ら
れ
る
会
社
に
な
れ
れ
ば
、
信
頼
さ

れ
、
普
段
の
注
文
も
任
せ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
」

　

例
え
ば
机
の
販
売
で
も
、
顧
客
の
業

務
効
率
ア
ッ
プ
や
知
的
生
産
性
を
上
げ

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

な
ど
、
課
題
解
決
や
業
務
改
善
に
踏
み

込
む
中
で
、
新
し
い
机
の
必
要
性
に
気

づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

よ
り
一
層
の
販
売
力
向
上
に
向
け
、

同
社
は
I
T
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

基
幹
デ
ー
タ
を
一
元
化

欲
し
い
切
り
口
で
分
析

　

数
年
前
に
顧
客
訪
問
履
歴
の
正
確
な

把
握
を
目
的
に
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
が
、
入
力
時
間
の
確
保

が
う
ま
く
い
か
ず
利
用
を
断
念
。
現
在

は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
で
訪
問
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
習
慣
化
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
さ
れ
て
い
る
顧

客
情
報
や
注
文
情
報
を
一
元
管
理
し
、

状
況
に
応
じ
た
視
点
で
分
析
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
新
た
な
シ

ス
テ
ム
構
築
お
よ
び
、
分
析
ツ
ー
ル
の

導
入
を
進
め
た
が
、「
見
た
い
デ
ー
タ
」

の
内
容
は
変
化
す
る
た
め
、
分
析
ツ
ー

ル（
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、

B
I
ツ
ー
ル
）を
外
に
置
く
形
で
構
成

し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
地

元
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
東
北
シ
ス
テ
ム

ズ
・
サ
ポ
ー
ト
に
依
頼
。
佐
藤
常
務
は

そ
の
理
由
を「
大
手
ベ
ン
ダ
ー
へ
の
依

頼
も
考
え
ま
し
た
が
、
地
元
密
着
型
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
I
T

も
地
元
の
ベ
ン
ダ
ー
に
頼
み
た
い
と
考

え
ま
し
た
」と
打
ち
明
け
る
。
良
心
的

な
仕
事
ぶ
り
に
加
え
、
何
か
あ
っ
た
と

き
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
て
も
ら
え
る
の
も

メ
リ
ッ
ト
だ
と
指
摘
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
後
は
、
顧
客
ご
と
の

売
上
動
向
や
商
品
の
動
き
な
ど
を
自
在

に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
迅
速
な

経
営
判
断
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

折
に
ふ
れ
、
白
木
屋
に
情
報
提
供
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
る
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
佐
藤
賢
一
氏
は
、「
自
社

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
デ
ー
タ

を
有
効
活
用
し
、
そ
の
前
面
に
は
き
ち

ん
と
し
た
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
も
つ
姿
勢
が
あ
り
、
共
感
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
」と
評
し
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
で
全
国
を
相
手
に
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
が
あ
る
一
方
、
地
元
に
密

着
し
た「
顔
が
見
え
る
」ビ
ジ
ネ
ス
も

あ
る
。
そ
れ
は
互
い
に
共
存
し
、
顧

客
の
求
め
に
応
じ
て
選
ば
れ
る
も
の

な
の
で
あ
る
。

白木屋は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」においてＩＴ経営実践企業に認定されました。

ネ
ッ
ト
時
代
で
も〝
顔
の
見
え
る
関
係
〞は
大
切

顧
客
が
本
当
に
欲
す
る
も
の
を
見
つ
け
出
す
！

宮
城
県
仙
台
市
・
文
具
オ
フ
ィ
ス
機
器
販
売
業　

白
木
屋
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

流通業②
配送業務を

ソリューション営業に

本記事は「COMPASS」2009 年秋号の特集「売っているものは何ですか？」より抜粋したものです。
掲載内容は2009 年 10月現在の情報に基づいています。



代表取締役社長　中田　純一　氏
スポーツを中心に地域活性化を目指すNPO法人ス
ポーツクラブどんぐりの理事長も務めている。

会社概要

有限会社中田商事
三重県伊賀市荒木野々浦893-1
創　　立：2000年
従業員数：50名
事業内容：一般貨物自動車運送事業、
　　　　　産業廃棄物収集運搬事業、
　　　　　倉庫業。保有車両数は45
　　　　台。
URL：http://www.nakata-shoji.co.jp

中田商事の人材育成のためのIT活用

従業員 管理者 管理者

ドライバーデジタルタコグラフ

育成・評価 最適人材活用

現状

ITシステムにより
　　　　データ化 給与体系

スキルマップ

実績

能力、資格、
技能などの
多数の項目を
5段階で評価

運転状況
　運行日報

中田商事では45台のトラックを保有。本社に
建設した物流倉庫では、荷物の積み替えによ
る配送の効率化のほか、荷物の一時保管な
ど付加価値のあるサービス提供にもつなげて
いく

サポーター紹介

ITコーディネータ
若森康彦氏
株式会社  若森経営研究所
代表取締役

　企業経営に関わる様 な々資格を持ち、「カユイところ
に手が届く実践的問題解決」をモットーにワンストップ
での課題解決を目指している。最近では経営課題の
最終的な解決手段にITを使うケースが増え、ITコー
ディネータの資格が重要度を増しているという。
　中田商事へは三重県産業支援センターの専門家
派遣制度をきっかけに支援を開始。当初はドライバー
の作業標準書やスキルマップ作成支援が喫緊の課題
であった。若森氏は中田社長の思いを“聴き”、それ
を正しく“翻訳”することに務め、従業員に浸透させる
べく言語化を進めた。さらにこれらの情報を一元管理
し有効活用するITシステムの構築まで支援を進めた。
　中田社長は「初めは就業規則作りを一緒に行いま
したが、伝えたいことを具体化して言葉や図に落とし
てくれるのは専門家ならではの力。そこに感じ入り、
継続していろいろアドバイスをもらいました」と語ってい
る。
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威
勢
の
い
い
男
た
ち
が
装
飾
さ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
を
操
る
。
自
由
奔
放
な
振
舞

い
も
許
さ
れ
る
、
豪
快
で
力
勝
負
の
世

界
―
。映
画「
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
」の
イ
メ
ー

ジ
も
相
ま
っ
て
、
我
々
は
運
送
業
に
こ

ん
な
先
入
観
を
抱
き
が
ち
で
あ
る
。

　
「
確
か
に
そ
う
い
う
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
わ
が
ま
ま
を
言
う
ド
ラ
イ
バ
ー

が
い
て
も
ド
ン
ブ
リ
勘
定
で
も
帳
尻
が

合
っ
て
い
た
世
界
。
し
か
し
規
制
緩
和

後
は
運
賃
が
下
が
り
、
簡
単
に
利
益
が

出
る
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

か
つ
て
は
自
ら
も
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
い
た
三
重
県
・
中
田
商
事
の
中
田
純

一
社
長
は
、
2
0
0
0
年
に
会
社
を
設

立
。
経
営
者
の
目
で
運
送
業
を
見
る

と
、
構
造
的
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

走
っ
て
も
走
っ
て
も

利
益
が
出
な
い
現
状
に
…

　

売
上
を
確
保
し
よ
う
と
2
次
請
け
、

3
次
請
け
の
仕
事
も
厭
わ
ず
必
死
で
ト

ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
た
。
し
か
し
低
い
運

賃
で
は
売
上
が
増
え
て
も
利
益
が
つ
い

て
こ
な
い
。
ま
た
荷
主
主
導
の
現
場
で

は
理
不
尽
な
要
求
も
呑
ま
ざ
る
を
得

ず
、
対
等
な
交
渉
も
で
き
な
か
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
購
入
の
借
金
も
の
し
か
か

る
。

　
「
こ
の
ま
ま
潰
れ
る
の
か
？
」―
納
得

が
い
か
な
か
っ
た
。「
自
分
が
や
り
た

い
よ
う
に
や
っ
て
み
よ
う
。
言
い
た
い

こ
と
を
言
え
、
利
益
率
の
高
い
仕
事
が

で
き
る
会
社
に
し
た
い
」

　

中
田
社
長
は
腹
を
括
っ
た
。

　
「
皆
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
こ

こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
逆
転
の
発
想

で
い
く
」

　

注
目
し
た
の
は
ス
ポ
ッ
ト
便
だ
っ

た
。
多
く
の
運
送
会
社
は
、
単
価
は
低

め
だ
が
一
定
期
間
安
定
し
た
収
入
を
得

ら
れ
る
定
期
便
の
確
保
を
優
先
す
る
。

一
方
不
定
期
の
ス
ポ
ッ
ト
便
は
い
つ
ど

ん
な
量
の
仕
事
が
発
生
す
る
か
読
め
な

い
が
、
1
便
当
た
り
の
単
価
は
高
い
。

多
数
の
会
社
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
便
を
受

け
、
そ
れ
ら
を
こ
な
す
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
新
し
い
モ
デ
ル
を
作
れ
る
と
考
え

た
の
だ
。

「
人
が
す
べ
て
」の
発
想
で

教
育
・
評
価
制
度
を
確
立

　

改
革
に
あ
た
り
、
中
田
商
事
は「
段

取
り
」と「
人
」を
重
視
し
た
。

　

例
え
ば
効
率
的
な
配
車
は
原
価
抑
制

に
貢
献
す
る
。
同
社
は
本
社
に
物
流
倉

庫
を
建
設
。
あ
る
場
所
で
荷
を
降
ろ
し

た
ト
ラ
ッ
ク
が
近
隣
顧
客
の
荷
を
持
ち

帰
り
、
倉
庫
で
予
定
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
替
え
る
。
空
で
走
る
回
数
を
減
ら
し

て
無
駄
を
省
く
工
夫
だ
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
1
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
管
理
者
の
い
な
い
社
外
で

働
く
労
働
集
約
型
の
商
売
で
は
、
業
績

を
左
右
す
る
重
要
因
子
と
と
ら
え
た
。

　

ま
ず
は
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
車
の
稼
動
状
況
を

記
録
す
る
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
装

着
を
行
っ
た
。
そ
し
て
I
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
若
森
康
彦
氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
一
連
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を

分
析
し
て「
作
業
標
準
書
」を
作
成
。
こ

れ
を
元
に
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
職
務
能
力

を「
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
」に
落
と
し
込
ん
で

い
っ
た
。

　

ス
キ
ル
マ
ッ
プ
は
挨
拶
や
運
行
点

検
、
道
具
の
管
理
な
ど
20
数
項
目
、
さ

ら
に
省
エ
ネ
運
転
技
術
や
業
務
に
活
か

せ
る
資
格
の
有
無
、
判
断
力
、
折
衝
力

と
い
っ
た
能
力
評
価
ま
で
多
面
的
な
項

目
が
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
個
人
別
に
5

段
階
で
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
給
与

体
系
と
も
連
動
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
タ
コ
グ
ラ
フ
装
着
時
に
3
分
の
1

の
従
業
員
が
、
給
与
連
動
の
仕
組
み
を

作
る
時
に
さ
ら
に
3
分
の
1
が
退
職
し

ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
免
許
が
あ
れ

ば
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

う
ち
は
就
業
規
則
や
給
与
規
定
も
全
部

見
せ
て
、
納
得
し
た
人
に
仕
事
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

中
田
社
長
は
当
時
を
こ
う
振
り
返

る
。
確
固
た
る
意
志
が
な
け
れ
ば
、
従

業
員
の
３
分
の
２
が
入
れ
替
わ
る
よ
う

な
改
革
は
断
行
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　

2
0
0
5
年
に
は
運
行
記
録
や
日

報
、
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
を
一

元
管
理
す
る
I
T
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

デ
ー
タ
を
使
っ
て
適
材
適
所
の
人
員
配

置
、
運
転
評
価
に
よ
る
ス
キ
ル
の
向
上

に
役
立
て
て
い
る
。

　

同
社
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
若
森

氏
は「
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
面
談

し
成
長
目
標
を
話
し
合
う
な
ど
、
早
く

優
秀
な
人
を
育
て
る
た
め
に
I
T
を

使
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
ま
す
」

と
分
析
す
る
。
業
務
効
率
化
レ
ベ
ル
の

一
段
上
を
い
く
I
T
活
用
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

不
定
期
便
だ
か
ら
こ
そ

提
案
の
余
地
が
生
ま
れ
る

　

社
内
改
革
の
進
行
と
並
行
し
て
、
ス

ポ
ッ
ト
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
軌
道
に
乗
り

始
め
た
。
困
っ
た
と
き
に
頼
ま
れ
る
立

場
は
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
に
く

い
。
以
前
と
違
っ
て
交
渉
や
提
案
の
機

会
が
広
が
り
、
売
上
は
大
き
な
伸
び
を

見
せ
て
い
っ
た
。

　

中
田
商
事
で
は
人
件
費
や
燃
料
費
な

ど
を
加
味
し
た
原
価
デ
ー
タ
を
作
成

し
、
顧
客
と
の
交
渉
に
当
た
る
。
こ
う

し
た
経
営
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
大
手
企

業
と
の
直
接
契
約
に
も
成
功
し
た
。

　

一
方
で
、
条
件
の
合
わ
な
い
取
引
に

は
固
執
し
な
か
っ
た
。
売
上
の
3
分
の

1
を
占
め
る
大
口
取
引
を
停
止
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
中
田
社
長
は
、

「
取
引
に
は
提
供
で
き
る
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
超
え
て
ま
で
言

い
な
り
に
な
る
こ
と
が
顧
客
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
は

減
っ
た
分
の
仕
事
を
補
え
る
自
信
が
つ

い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
」と
心

境
を
語
る
。

　

業
界
の「
常
識
」に
疑
問
を
投
げ
か
け

独
自
の
道
を
行
く
中
田
商
事
。
経
営
者

の
強
い
信
念
と
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
に

沿
っ
た
社
内
整
備
の
実
現
が
そ
れ
を
可

能
に
し
た
の
で
あ
る
。

中田商事は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2008」においてＩＴ経営実践企業に認定されました。

低
運
賃
に
窮
し
な
い「
提
案
で
き
る
」会
社
へ

新
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
像
を
つ
く
り
人
材
を
育
成

三
重
県
伊
賀
市
・
運
送
業　

中
田
商
事
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

運輸業

本記事は「COMPASS」2009年冬号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年１月現在の情報に基づいています。

人材育成とIT



会社概要

田中精工株式会社
京都府宇治市槇島町目川129-1
事業内容：ダイカスト製造（設計から組み立て

完成までの一貫生産）
設　　立：昭和44年6月
代　表　者：代表取締役　田中光一氏
従業員数：120名
URL：http://www.tanakaseiko.co.jp

ダイカスト鋳造製品の例
（同社のホームページより）

CIOを務める取締役　部長　坂本栄造氏

中小企業IT経営力大賞2009記念式典での風景、
左が田中社長

EDIを活用した、企業グループ対応型生産管理システムの開発

＜発注元製造業（いわゆる大企業）＞
EDIシステム

EDIシステム

インターネット網 SaaS型

EDIシステム

EDIシステム

協力会社

EDIシステム

協力会社

田
中
精
工

＜外注企業の効果＞
・効率化
・品質管理
・IT経営への前進

＜田中精工側の効果＞
・段取り工数削減（納期短縮）
・全行程進捗管理（納期短縮）
・コスト削減・速度向上

・品質の向上
・外注費用の低減
・信頼性向上（定性効果）

発注情報 進捗情報 出荷情報 検収情報

品質情報請求情報
検収情報

出荷情報

受注管理

受注管理 実績管理 請求管理 品質管理

工程展開 進捗管理 出荷管理 支払管理 品質管理

発注情報

請求情報 品質情報

EDIシステム

（資料提供：ITコーディネータ坂田氏）

協力会社

サポーター紹介

　京都を拠点に活動するITコーディネータ。情報システム
の企画・導入、IT経営のコンサルティング等、幅広く支援
活動を展開。関西IT経営応援隊の「ベストITサポーター賞」
を受賞している。
　以前からセミナー等で坂本氏と面識があった坂田氏は、
要請を受けて2006年12月から本プロジェクトのサポートを
開始。小規模製造業EDI普及協議会の会議への出席、
勉強会の講師、協力企業への訪問支援などを精力的にこ
なした。
　「第三者からのアドバイスは新鮮な刺激で、そこからマイ
ンドが高まりました」と坂本氏は評価する。また、「補助金や
支援制度の情報が豊富で、書類の申請などに力を貸して
いただいたことも助かりました」とのことだ。
　本事例は中核企業がリーダーシップを取りつつも、協力
先の小規模企業が主体的にIT化を促進したモデルとしても
評価できる。坂田氏の周辺では、EDIに取り組むグループ
が出ているなど、すでに波及効果が見られているそうだ。

ITコーディネータ
坂田岳史氏
有限会社ダイコンサルティング
http://www.daiconn.co.jp
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10
社
の
う
ち
８
社
は
、
従
業
員
20
人

以
下
の
小
規
模
企
業

―
京
都
府
宇
治

市
の
田
中
精
工
は
、
平
成
20
年
か
ら
、

近
隣
の
取
引
先
10
社
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
生
産
情
報
の
共
有
と
受
発

注
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
始
め

た
。
小
規
模
企
業
は
Ｉ
Ｔ
活
用
に
踏
み

切
る
機
会
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、

こ
れ
を
機
に
一
度
に
10
社
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ

（
電
子
商
取
引
）活
用
が
実
現
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
は
２
０
０
７
年
４
月
に
田
中
精

工
を
幹
事
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「
小
規
模
製
造
業
Ｅ
Ｄ
Ｉ
普
及
協
議
会
」

が
主
体
と
な
り
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
坂
田
岳
史
氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
、
勉
強
会
や
シ
ス
テ
ム
仕
様
検
討

会
を
重
ね
て
構
築
し
た
も
の
だ
。

協
力
会
社
に
情
報
が
流
れ
れ
ば

段
取
り
効
率
が
上
が
る

　

Ｅ
Ｄ
Ｉ
導
入
に
至
る
経
緯
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

田
中
精
工
は
金
型
に
金
属
を
射
出
す

る
ダ
イ
カ
ス
ト
鋳
造
法
で
、
制
御
機

器
、
ロ
ボ
ッ
ト
、Ｆ
Ａ
機
器
な
ど
の
複

合
部
品
を
製
造
し
て
い
る
。
大
手
メ
ー

カ
ー
か
ら
月
平
均
数
百
種
類
の
受
注
が

あ
り
、
１
つ
の
金
型
か
ら
製
造
す
る
数

量
は
数
万
個
単
位
だ
。
専
門
工
程
ご
と

に
専
業
会
社
が
存
在
す
る
業
界
に
あ
っ

て
、
設
計
、
金
型
、
鋳
造
、
機
械
加
工

な
ど
を
１
社
で
一
貫
し
て
行
え
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

　

た
だ
、
全
工
程
を
ま
か
な
え
る
守
備

範
囲
の
広
さ
は
、
生
産
効
率
の
向
上
や

最
適
化
へ
の
取
り

組
み
が
必
須
で
も

あ
っ
た
。
田
中
精

工
で
は
、
20
数
年

前
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
・Ｃ
Ａ

Ｍ
に
よ
る
設
計
業

務
の
効
率
化
を
皮

切
り
に
、Ｉ
Ｔ
導
入

を
進
め
て
き
た
。

　

取
締
役
部
長
兼

C
I
O
の
坂
本
栄
造
氏
は
、
次
の
よ
う

に
振
り
返
る
。

　
「
生
産
技
術
が
ス
ピ
ー
ド
化
す
る
と
、

次
は
工
程
や
納
期
を
把
握
す
る
生
産
管

理
や
品
質
管
理
、
い
わ
ゆ
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ

（
品
質
、
コ
ス
ト
、
納
期
）の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
急
務
と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
を

自
社
開
発
し
て
き
ま
し
た
」

　

オ
フ
コ
ン
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
置
き

換
え
も
３
年
前
に
完
了
し
、
社
内
の
生

産
管
理
レ
ベ
ル
は
一
定
水
準
に
到
達
し

つ
つ
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
製
品
品
目
の
約
７
割
程
度

に
お
い
て
は
工
程
の
一
部
を
協
力
会
社

に
外
注
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
シ
ス

テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
受
発

注
は
〝
紙
〞
が
ベ
ー
ス
で
、
協
力
会
社

は
前
工
程
の
進
捗
や
後
工
程
の
動
き
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
予
定
変
更
な
ど
に

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
現
状
が
あ
っ

た
。
お
互
い
が
効
率
良
く
機
会
損
失
せ

ず
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
協
力
会
社

か
ら
も
田
中
精
工
の
生
産
情
報
が
見
え

る
仕
組
み
が
欲
し
か
っ
た
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
モ
ノ

が
来
て
か
ら
初
め
て
動
く
の
で
は
な

く
、
情
報
で
モ
ノ
の
動
き
を
管
理
す
る

当
社
と
同
じ
目
線
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

坂
本
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
は
単
な
る
工

程
の「
見
え
る
化
」に
留
ま
る
も
の
で
な

い
と
指
摘
す
る
。
協
力
会
社
を
含
め
た

一
連
の
流
れ
の
中
で
情
報
を
活
か
し
た

効
率
的
な
生
産
管
理
、
つ
ま
り
連
携
体

全
体
の
最
適
化
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
だ
か
ら

導
入
が
用
意
だ
っ
た

　

足
並
み
は
最
初
か
ら
揃
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
協
議
会
の
活
動
を

通
じ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が「
明
日
の

利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
」と

徐
々
に
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
っ
て
は
、
田
中

精
工
が
構
築
し
た
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム

の
う
ち
共
有
す
る
部
分
を
切
り
出
し

て
、
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保

存
。
協
力
会
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
情
報
を
活
用
す
る
仕
組
み
と
し

た
。
利
用
に
は
指
定
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
使
う
が
、
更
新
作
業
な
ど
は

自
動
的
に
行
わ
れ
る
の
で
利
用
側
の
負

担
は
少
な
い（
ク
ラ
ウ
ド
、Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型

に
近
い
シ
ス
テ
ム
）。

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
坂
田
氏
は

「
利
用
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ジ
シ
ョ
ン

や
Ｉ
Ｔ
活
用
状
況
が
異
な
る
の
で
、
受

発
注
の
み
の
利
用
か
ら
、
発
注
企
業

（
田
中
精
工
以
外
）か
ら
の
発
注
情
報
を

自
動
受
信
で
き
る
ま
で
の
３
ス
テ
ッ
プ

を
設
け
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
使
い
方
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」と
説
明
す

る
。
無
理
な
く
使
え
る
仕
様
で
あ
る
こ

と
は
10
社
の
足
並
み
を
揃
え
る
重
要
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

稼
働
か
ら
約
１
年
。
受
発
注
作
業
が

簡
素
化
し
、
生
産
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

安
定
が
見
ら
れ
て
い
る
。
協
力
会
社
側

は
、
段
取
り
の
効
率
が
上
が
り
、
事
務

処
理
ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
て
い
る
と
い

う
。

　
「
Ｉ
Ｔ
は
仕
事
の
中
に
定
着
し
て
こ

そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ー
ス
が
で
き

れ
ば
い
く
ら
で
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
け
る
で
し
ょ
う
」（
坂
本
氏
）

　

受
発
注
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
を
ク
リ
ア

し
、
協
力
会
社
そ
れ
ぞ
れ
が
次
の
段
階

へ
進
む
こ
と
で
本
シ
ス
テ
ム
の
効
果
は

さ
ら
に
高
ま
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
本
事
例
に
刺
激
を
受
け
、

E
D
I
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
が
早
く

も
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
坂
田
氏
は

「
小
規
模
企
業
へ
の
普
及
活
動
を
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
相
談
に
応

じ
て
い
き
た
い
」と
、
積
極
的
に
支
援

を
進
め
て
い
く
構
え
だ
。

田中精工は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」において経済産業大臣賞を受賞しました。

自
社
内
の
I
T
化
だ
け
で
問
題
は
解
決
し
な
い
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
で
発
注
先
10
社
と
の
生
産
情
報
を
共
有

京
都
府
宇
治
市
・
電
気
機
械
器
具
製
造
業　

田
中
精
工
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

取引先とのEDI

製造業①

本記事は「COMPASS」2009年春号の特集「中小企業ＩＴ経営力大賞2009レポート」より抜粋したものです。
掲載内容は2009 年 4月現在の情報に基づいています。



会社概要

アンドール株式会社
兵庫県西宮市六湛寺町12-10
　　　　　　　　サングリーンビル3F
設　　立：2000年
従業員数：10名
事業内容：衣料用下着および関連商
　　　　　品の企画・開発。通信販売
　　　　　会社、専門店へのＯＥＭ提
　　　　　供を行っている。
URL：http://www.ａｎｄｏｒ-ｉｎｃ.ｃｏｍ/

代表取締役社長　岸村　裕子　氏（左）
取締役　企画部　部長　澤田　真季　氏（右）

●デザインパターンを
データ化
●選びながらデザイン
を考えられる
●過去のデザインデー
タベースを有効活用

●使う資材もデー
タでひもづけて
おき、効率化
●用語や仕様を
共有化

●統一された用語・
書式のため製造
側が迷わず作業
できる  

課　題

アンドールの製造工程の概略とIT活用

デザイン 技　術 生産指示

中国で生産

納　品

IT活用 ※ボトルネックと
　なる箇所

個々人の仕事の
進め方によりバラ
ツキがあったり時
間がかかったり

伝達ミスなどで
効率が低下

デザイナーにより
表現にバラツキ
があり伝達がうま
くいかないことも

サポーター紹介

ITコーディネータ
森下　勉氏
有限会社　ツトム経営研究所

　関西地区を中心に活動するITコーディネータ。
企業支援実績が豊富で、2006年には関西IT経営
応援隊の「ベストITサポーター賞」を受賞してい
る。
　衣料関係のコンサルティングは初めてだった
が、工程の流れを理解しボトルネックの解消を
目指したシステム構築へプロジェクトをバック
アップ。本システムは「平成18年度中小企業戦略
的情報化事業」にも採択され補助金が支給され
た。
　岸村社長は、「ミーティングを持つとその場で
書類を作成されるのでロスタイムがゼロ。すぐ
次の課題に移れ、進行の滞りがありませんでし
た」と振り返る。また澤田氏は「社内にいるとど
うしても固定観念を持ってしまいますが、外部
の方から意見をいただくと刺激を受けます」と第
三者視点の有効性を指摘している。

システム導入後の効果測定 資料提供：アンドール

企画から生産開始までの
ボトルネックを解消

　

登録されたパターンの
利用によるスピードアップ

　　

デジタル化により
スピードアップ 

導入前 導入後

５０

４０

３０

２０

１０

０

平均残業時間（時間）

導入前 導入後

２５０

２００

１５０

１００

５０

０

企画開発時間（分）

導入前 導入後

1５０

１００

５０

０

見積書作成時間（分）

新規顧客取引を実現する時間的余裕も

1819

　

女
性
用
イ
ン
ナ
ー
ウ
ェ
ア（
下
着
、

肌
着
）は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
商
品

だ
。
色
・
柄
、
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
が
優

れ
て
い
る
の
は
当
た
り
前
、
そ
の
上
で

体
を
美
し
く
見
せ
る
補
正
機
能
を
備
え

「
着
け
た
ら
や
せ
て
見
え
る
」の
が
理
想

な
の
だ
そ
う
だ
。

　

そ
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
一
つ
と
っ
て

も
、
製
造
パ
ー
ツ
は
細
分
化
さ
れ
、
数

ミ
リ
単
位
で
の
デ
ザ
イ
ン
企
画
が
求
め

ら
れ
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
と
な
か
な

か
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

兵
庫
県
西
宮
市
の
ア
ン
ド
ー
ル
は
、

こ
う
し
た
高
品
質
イ
ン
ナ
ー
ウ
ェ
ア
を

企
画
製
造
し
て
い
る
新
興
企
業
で
あ

る
。
岸
村
裕
子
社
長
が
９
年
前
に
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
室
か
ら
始
め

た
事
業
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
提
供
先
の
専
門
店
・

通
信
販
売
会
社
か
ら
信
頼
を
得
て
、
従

業
員
10
名
の
企
業
へ
と
成
長
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
新
製
品
の
企
画
デ
ザ

イ
ン
か
ら
生
産
管
理（
製
造
は
中
国
の

協
力
工
場
へ
発
注
）ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。

製
造
の
ス
ピ
ー
ド
化
へ

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
ど
こ
？

　

最
近
で
は
商
品
の
短
サ
イ
ク
ル
化
が

進
み
、
年
２
回
だ
っ
た
通
販
の
新
製
品

案
内
が
年
４
〜
６
回
に
増
加
。
一
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
年
間
に
製
作
す
る
商
品

は
数
百
種
類
に
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
製

造
工
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
す
体
制
づ

く
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

　

製
造
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画
の
作
成
、
そ
れ
ら

を
型
紙
に
落
と
す
技
術
処
理
、
資
材

パ
ー
ツ
の
決
定
と
手
配
、
製
造
工
場
へ

の
縫
製
指
示
書
作
成
と
続
く
。

　

こ
の
う
ち
、
デ
ザ
イ
ン
の
部
分
は
人

の
創
造
力
を
活
か
す〝
ア
ナ
ロ
グ
的
〞工

程
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
描
く
デ
ザ
イ
ン

画
は
手
書
き
で
、
書
き
方
も
人
そ
れ
ぞ

れ
。
製
造
量
が
増
え
る
に
つ
れ
、
こ
の

「
ア
ナ
ロ
グ
処
理
」が
後
工
程
の
円
滑
な

進
行
を
妨
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

ア
ン
ド
ー
ル
取
締
役
の
澤
田
真
季
氏

は
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
製
造
工
場
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
っ
て
表
現
や
用
語
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
指
示
書
に
、
そ
の
都
度
問
い
合
せ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
社
内
で
も
伝
達

ミ
ス
を
誘
発
し
、
業
務
の
効
率
を
下
げ

る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
手
書
き
の
デ
ザ
イ
ン
画
は
次

回
の
仕
事
に
活
か
し
に
く
く
、
会
社
の

共
有
財
産
に
で
き
ま
せ
ん
」

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
ご
と
の
用
語
や
表
現
の

違
い
を
統
一
し
、
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
ス

ピ
ー
ド
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
「
統
一
し
た
世
界
の
中
で
仕
事
を
動

か
せ
ば
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
ミ
ス
も
減
る

は
ず
。
デ
ザ
イ
ン
画
を
起
こ
す
と
こ
ろ

か
ら
生
産
指
示
ま
で
を
一
気
通
貫
す
る

シ
ス
テ
ム
を
持
ち
た
い
」

　

そ
う
考
え
た
岸
村
社
長
は
早
速
動
き

出
し
、
資
金
の
相
談
に
尼
崎
信
用
金
庫

を
訪
れ
る
。
こ
こ
で
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
、
森
下
勉

氏
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

森
下
氏
は
、「
創
造
的
な
業
務
に
携
わ

る
方
々
が
本
業
に
専
念
す
る
た
め
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
が
テ
ー
マ
と
捉
え

ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
森
下
氏
が
内
容
を
整
理
す
る
形
で

シ
ス
テ
ム
仕
様
を
固
め
て
い
っ
た
。

本
来
業
務
に
専
念
で
き

売
上
急
増
を
導
い
た

　

一
気
通
貫
シ
ス
テ
ム
は
２
０
０
７
年

春
に
完
成
。
忙
し
い
業
務
を
縫
っ
て
従

業
員
も
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
、
検
討

を
重
ね
た
り
基
本
デ
ー
タ
を
入
力
し
た

り
な
ど
作
業
を
進
め
た
。
費
用
は
８
０

０
万
円
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
工
程
で
は
、
商
品
ご
と
に
デ

ザ
イ
ン
の
基
本
パ
ー
タ
ー
ン
を
登
録
し

て
お
き
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
デ

ザ
イ
ン
画
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
で
あ
れ
ば
、
カ
ッ

プ
、
土
台（
下
の
部
分
）、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

裏
仕
様
の
４
パ
ー
ト
に
分
け
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
各
パ
ー
ツ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー

ン
を
選
び
色
や
装
飾
を
決
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ

て
使
用
す
る
資
材
が
紐
付
け
ら
れ
て
お

り
、
デ
ー
タ
は
資
材
発
注
、
さ
ら
に
生

産
指
示
書
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
く
。

　

稼
働
後
の
効
果
を
澤
田
氏
は「
工
場
か

ら
の
問
い
合
せ
は
減
少
し
ま
し
た
。
伝

達
ミ
ス
が
減
り
、
残
業
時
間
が
飛
躍
的

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
」と
に
こ
や
か
に

語
る
。
デ
ザ
イ
ン
業
務
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
も
な
さ
れ
、
熟
練
し
て
い
な
い

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
難
易
度
の
高
い
デ
ザ

イ
ン
を
35
分
で
完
成
さ
せ
た
そ
う
だ
。

　

社
内
に
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

た
こ
と
で
、
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
成

功
。
２
０
０
８
年
度
は
前
年
の
２
倍
近

い
売
上
を
示
し
た
。

　

日
本
で
は
メ
ー
カ
ー
の
寡
占
化
も
進

み
成
熟
市
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
女
性
用

イ
ン
ナ
ー
ウ
ェ
ア
だ
が
、
岸
村
社
長

は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
市
場
拡
大
に
注
目

し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
２
０
１
５
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
描

き
経
営
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
」

　

次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
海
外
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
も
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

アンドールは、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2008」においてＩＴ経営実践企業に認定されました。

製造業②
事業拡大を
支えるIT

創
造
的
な
デ
ザ
イ
ン
業
務
は
効
率
化
で
き
る
？

ノ
ウ
ハ
ウ
を
財
産
に
し
、
人
海
戦
術
か
ら
脱
却

兵
庫
県
西
宮
市
・
衣
料
用
下
着
そ
の
他
の
企
画
製
造
業　

ア
ン
ド
ー
ル
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●
本記事は「COMPASS」2009年冬号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年１月現在の情報に基づいています。



会社概要
ベンダ工業株式会社
広島県呉市川尻町小仁方1丁目16-20
設　　立：1964年
従業員数：94名
事業内容：金属リングの設計・製造・販売。主力

商品は、スターターリングギア並びに
その関連商品。日本本社に加え、韓
国・中国の子会社、タイ・インドの合
弁会社で事業展開。
第３回ものづくり日本大賞で経済産
業大臣賞を受賞。

URL：http://www.benda.co.jp/

代表取締役社長　八代一成氏

〈データの流れ〉

テレビ会議のセット。海外との会議は頻繁
に行われている。インターネットの利用で通
信費がかからないのも魅力

ベンダ工業が実践する海外工場とのネットワーク化

入力

日々の
作業実績

広島

韓国

中国

イン
ター
ネッ
ト

海外グループ会社

日々の
進捗管理

受注
納品
情報

広島工場

本　社

テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

〈コミュニケーション〉

ベンダ工業のリングギアは材料廃棄率が
低い工法で作られている

サポーター紹介

ITコーディネータ
神鳥勝昭氏

　広島県を中心に活動する独立系ITコー
ディネータ。以前はくれ産業振興センターに
コーディネータとして勤務し、ベンダ工業と出
会う。海外生産を成功させている先進企業
として同社の強みを理解しながら、一方で改
善すべきポイントを的確に指摘。新システム
導入へのきっかけを提供し、実行への後押し
を行った。
　システム検討時は費用や時間を勘案して
パッケージソフトの有効活用もアドバイスし、
迅速な導入を支援した。
　八代社長は「神鳥さんと出会ったことでIT
経営への気づきを得ました。客観的な視点
でご指摘をいただけるのは大変ありがたい」と
話している。
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会
議
室
の
モ
ニ
タ
ー
に
電
源
が
入
る

と
、
分
割
さ
れ
た
画
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に

人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
。
相
手
は
今
、

中
国
と
韓
国
に
い
る
。

　

こ
れ
は
広
島
県
呉
市
・
ベ
ン
ダ
工
業

の
、
あ
る
日
の
会
議
風
景
で
あ
る
。
中

国
、
韓
国
に
設
立
し
た
子
会
社
の
担
当

者
と
生
産
準
備
の
状
況
や
試
作
品
の
品

質
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ち
な
み

に
言
葉
は
日
本
語
と
の
こ
と
だ
。
ズ
ー

ム
す
れ
ば
製
品
の
細
部
も
映
せ
、
同
時

に
会
話
が
で
き
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
は
、
も
は
や
業
務
の
必
須
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
要
求
に
応
え
る
べ
く

い
ち
早
く
海
外
生
産
へ

　

ベ
ン
ダ
工
業
は
鋼
材
の
曲
げ
加
工
事

業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
依
頼
を
契
機
に
エ
ン
ジ
ン
の
リ
ン
グ

ギ
ア
用
の
加
工
へ
と
分
野
を
拡
大
。
工

法
の
技
術
特
許
取
得
後
は
こ
の
分
野
へ

の
シ
フ
ト
を
図
り
、
現
在
は
最
終
段
階

の
製
品
製
造
ま
で
を
手
が
け
て
い
る
。

　

年
間
製
造
量
は
自
動
車
の
台
数
に
換

算
し
て
1
2
5
0
万
台
に
相
当
し
、
世

界
ト
ッ
プ
水
準
の
生
産
販
売
量
を
誇
る
。

　
「
自
動
車
部
品
は
コ
ス
ト
要
求
が
厳

し
い
世
界
で
す
。
こ
の
業
界
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
以
上
、
原
価
低
減
は
永
遠
の

テ
ー
マ
と
考
え
、
早
い
段
階
か
ら
海
外

生
産
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

　

昨
年
、
三
代
目
経
営
者
に
就
任
し
た

八
代
一
成
社
長
が
説
明
す
る
と
お
り
、

同
社
は
韓
国
と
中
国
に
子
会
社
、
タ
イ

と
イ
ン
ド
に
合
弁
会
社
を
持
つ
。
現
在
、

同
社
の
売
上
に
占

め
る
国
内
‥
海
外

比
率
は
5
‥
5
、

し
か
し
生
産
量

は
2
‥
8
だ
。
国

内
生
産
で
足
り
な

い
分
は
海
外
工
場
で
作
っ
た
も
の
を
輸

入
す
る
。

　
「
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
海
外
生
産

し
た
と
し
て
も
、
品
質
は
日
本
レ
ベ
ル

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
技
術
指
導
を
行
う

な
ど
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
続
け
て
き

ま
し
た
」（
八
代
社
長
）

　

品
質
を
保
つ
に
は
き
め
細
か
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
必
要
だ
。

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
意
思
疎

通
の
強
化
も
そ
の
1
つ
な
の
で
あ
る
。

海
外
工
場
の
製
造
品
は
、
広
島
で
検
品

せ
ず
と
も
顧
客
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
け

ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
協
力
で

人
海
戦
術
の
管
理
を
脱
出

　

生
産
技
術
に
比
べ
社
内
の
経
営
管
理

は
遅
れ
気
味
。
業
務
ご
と
に
個
別
の
シ

ス
テ
ム
が
使
わ
れ
て
お
り
、
工
場
間
の

進
捗
連
絡
は
電
話
や
F
A
X
、
メ
ー

ル
が
主
流
だ
っ
た
。

　

し
か
し
2
0
0
4
年
に
く
れ
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

（
当
時
）で
あ
っ
た
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
神
鳥
勝
昭
氏
に
出
会
っ
て
か
ら
、
同

社
の
I
T
活
用
は
一
気
に
前
進
す
る
。

　

八
代
社
長
は
、「
初
め
に
現
状
を
お

話
し
し
た
と
こ
ろ
、『
人
海
戦
術
で
す

ね
。
グ
ル
ー
プ
で
標
準
的
な
管
理
を
行

い
ト
ー
タ
ル
で
I
T
経
営
に
飛
び
込

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
』と
厳
し

い
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
」と
振
り
返
る
。

　

今
後
、
グ
ル
ー
プ
の
連
結
化
も
考
え

る
と
、
情
報
の
一
元
管
理
と
標
準
化
は

避
け
て
通
れ
な
い
。
早
速
、
神
鳥
氏
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
生
産
管

理
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、
受
注
、
発
注
、

納
品
、
在
庫
を
一
貫
し
て
管

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
着
手

し
た
。

　

構
築
期
間
や
費
用
を
考
え
、

シ
ス
テ
ム
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ

フ
ト
を
ベ
ー
ス
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
す
る
方
法
を
選
択
。「
社

内
に
し
っ
か
り
し
た
人
間
系

の
仕
組
み
を
持
っ
て
い
た
の

で
Ｉ
Ｔ
化
は
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
」と

神
鳥
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
I
T
導

入
前
の
業
務
分
析
は
最
小
限
で
済
ん
だ

と
い
う
。

　

工
程
ご
と
の
生
産
記
録
は
日
々
デ
ー

タ
化
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
が
定
着
す
る
に

連
れ
て
生
産
性
や
工
程
進
捗
に
対
す
る

従
業
員
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
会
社
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
注
と
納
品
の
実
績

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
当
時
に
比
べ

売
上
は
2
倍
以
上
に
伸
び
て
い
る
が
、

担
当
者
を
増
や
す
こ
と
な
く
処
理
で
き

て
い
る
と
い
う
。
神
鳥
氏
と
の
出
会
い

は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

最
近
で
は
、
八
代
社
長
は
製
品
一
品

ご
と
の
原
価
を
算
出
し
収
益
性
の
把
握

も
行
っ
て
い
る
。
年
間
6
0
0
ア
イ
テ
ム

の
販
売
動
向
を
加
味
し
て
、
よ
り
具
体

的
な
事
業
計
画
を
立
て
て
い
る
そ
う
だ
。

　

I
T
導
入
時
は
専
務
と
し
て
Ｃ
Ｉ

Ｏ
を
担
っ
て
い
た
八
代
社
長
。
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
今
、
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ

る
デ
ー
タ
が
経
営
の
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
っ
て
い
る
。

ベンダ工業は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」においてITコーディネータ協会会長賞を受賞しました。

広
島
県
呉
市
・
リ
ン
グ
ギ
ア
製
造
業　

ベ
ン
ダ
工
業
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

製造業③

生
産
は
海
外
中
心
で
も
品
質
は
日
本
レ
ベ
ル

三
代
目
社
長
が
挑
む
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
力
向
上

海外展開と
経営管理

本記事は「COMPASS」2009年夏号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年 7月現在の情報に基づいています。



組合概要

こじま事業協同組合連合会
愛知県豊田市下市場町6-21
代表理事：小島洋一郎氏
設　　立：平成9年
組合員数：2組合
所属員数：16社
事業内容：組合員企業の施設運営（研究所）、

情報化促進事業・教育情報事業・
福利厚生事業の運営

共通EDIシステムとRF-IDを連携
させたシステムの運用。
入荷を一度に読み取るので効率
が上がる。また、従来は紙で行っ
ていた「かんばん」を再利用が可
能なRF-IDにすることで、廃棄す
る紙をなくすことができる（写真
は真和工業内の運用例）。

こじま事業協同組合連合会が構築した共通ＥＤＩシステム概要
（資料提供：こじま事業協同組合連合会）

かんばん／納品書
作成システム

かんばん／納品書
読み取りシステム

既存の基幹システム
＋ブラウザー

バイヤー側：
自動車部品1次2次仕入先

自動車部品業界共通EDIシステム

サプライヤ側：
自動車部品2次3次仕入先

受発注I/F
アプリケーション

（JAMA標準受発注I/F）

業界EDI
マッピングDB

業界EDI対応
ゲートウェイサーバー

既存の
基幹システム＋
ブラウザー

ブラウザー

かんばん／納品書
作成システム （基幹システムなし）

納品書用プリンター

自動車部品GUI
プラグインモジュール

自動車部品GUI
プラグインモジュール

自動車部品GUI
プラグインモジュール

自動車部品I/F
（受発注モジュール）

自動車部品I/F
（受発注モジュール）

自動車部品I/F
（受発注モジュール）

サポーター紹介

　本事業では、水口氏がアドバイザー、秋山氏が評価・検証の
責任者としてこじま事業協同組合連合会の標準仕様策定を支援し
ている。
　水口氏は、支援先企業が中小企業IT経営力大賞の優秀賞を2
年連続受賞するなど、数々の実績を持つ。今回は、水口氏が
EDI調査会の委員を務めておりEDI仕様策定に通じていたことも的
確なサポートを展開する一因になった。
　秋山氏は大手自動車部品メーカーに勤務していた経験を活かし、
モノづくり企業の支援を得意とする。「受注側の企業は困っていても
大手企業に何も言えないものですが、今回は皆さんの声が形に
なっていくことにやりがいを感じました」と話している。
　組合の兼子氏は、「私はCIOの役割を担っていますが、コン
ピューター関係の話ができる相手はなかなかいません。ITCの方々
は他業界の動向も含めいろいろなことを相談できる窓口だと思いま
す」とITCを活用するメリットを指摘する。標準仕様の普及について
も引き続き協力を得ていく予定とのことだ。

ITコーディネータ
水口和美氏（写真左）
秋山剛氏（右）
株式会社ARU
http://www.aruinc.jp/

組合の課題（ITに関する部分）

●一次サプライヤーの個別対応の手間も何とかならないか
●組合員がEDIデータを自社の基幹システムで活用できる
ようにならないか
●小規模組合員のIT活用の課題を解決できないか

ITシステムの共同利用
（ハード、ソフト、外部へのネットワークの一本化）

自動車部品業界共通のEDIシステムの実現を目指す

IT投資の重複を防ぎたい

組合員内でWeb-EDIを構築したい

こじま事業協同組合連合会
情報化推進プロジェクト室長　兼子邦彦氏（写真中央）
事務局　羽生悟氏（左）
真和工業（所属員企業の1社）業務部　係長　木内俊仁氏（右）
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電
子
デ
ー
タ
を
使
っ
た
受
発
注
シ
ス

テ
ム（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）は
、
受
発
注
業
務
の
効

率
を
上
げ
、
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
を
推

進
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
次
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
大
手
企
業
各
社
は
自
社
独
自
の

Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
仕
組
み
を
作
り
、
２
次
、
３

次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー（
い
わ
ゆ
る
下
請
け

企
業
）に
利
用
を
促
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
受
け
手
側
は
取
引
先
ご

と
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
方
式
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

ず
、
別
の
意
味
で
の
負
担
が
増
え
始
め

て
い
た
。
そ
こ
に
一
石
を
投
じ
、
業
界

に
共
通
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様
を
広
げ
よ
う
と

動
き
出
し
て
い
る
の
が
、
愛
知
県
の
こ

じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
で
あ
る
。

組
合
連
携
に
よ
っ
て

大
型
投
資
を
実
現

　

こ
じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、

小
島
プ
レ
ス
工
業
を
親
会
社
と
す
る
ト

ヨ
タ
系
の
自
動
車
部
品
関
連
企
業
に
よ

る
2
つ
の
組
合
を
起
源
と
す
る
。
現
在

の
所
属
員
企
業
は
16
社
。「
研
究
開
発
、

教
育
情
報
、
給
食
、
購
買
、
燃
料
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
は
１
社
ご
と
よ
り
企
業
が

ま
と
ま
っ
た
方
が
合
理
的
か
つ
経
済
的

投
資
が
で
き
ま
す
。
二
重
投
資
を
防
ぐ

目
的
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」と
事
務

局
の
羽
生
悟
氏
は
経
緯
を
説
明
す
る
。

　

集
中
購
買
事
業
の
一
環
と
し
て
４
、

５
年
前
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利

用
に
も
乗
り
出
し
、
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
社
外
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
回
線
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
組
合

側
に
集
約
。
組
合
員
は
専
用
回
線
で
ア

ク
セ
ス
し
て
資
源
を
利
用
す
る
仕
組
み

と
し
た
。
情
報
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
長
の
兼
子
邦
彦
氏
は
、
構
築
に
際
し

て
考
慮
し
た
点
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
不
公
平
が
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ
ム

は
新
規
に
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
企
業
の
規
模
は
幅
が
広
く
、Ｉ
Ｔ
活

用
に
も
格
差
が
あ
り
ま
す
。
組
合
が
取

り
ま
と
め
る
こ
と
で
、
例
え
ば
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

な
ど
、
利
用
レ
ベ
ル
を
同
一
水
準
に
保

て
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
の
取
り
組
み
で
人
事
、
給
与
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
基
本
シ
ス
テ
ム
の
統
合

が
実
現
し
、
開
発
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ

め
顕
著
な
効
果
が
出
た
。
続
い
て
２
０

０
５
年
か
ら
は
、
取
引
先
と
の
受
発
注

部
分
に
目
を
向
け
た
の
だ
っ
た
。

　
「
当
初
は
組
合
員
用
の
Ｗ
ｅ
ｂ
型
Ｅ

Ｄ
Ｉ
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
社
ご
と
に
仕
様
が
異
な
る
Ｅ
Ｄ

Ｉ
へ
の
対
応
は
自
動
車
部
品
業
界
全
体

の
課
題
で
す
。
業
界
共
通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
基
盤

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」（
兼
子

氏
）Ｅ

Ｄ
Ｉ
標
準
化
に

施
さ
れ
た
工
夫

　

活
動
推
進
に
あ
た
り
、
組
合
で
は
Ｉ

Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）水
口
和

美
氏
と
秋
山
剛
氏
の
協
力
を
得
た
。
ま

ず
は
平
成
19
年
度
の
中
小
企
業
戦
略
的

Ｉ
Ｔ
化
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
共
通
Ｘ
Ｍ
Ｌ
／
Ｅ
Ｄ
Ｉ
実
用

化
推
進
協
議
会（
Ｃ
Ｏ
Ｘ
Ｅ
Ｃ
）の
仕
様

が
自
動
車
部
品
業
界
で
活
用
で
き
る
か

ど
う
か
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
こ
こ

で
業
界
固
有
の
項
目
に
対
応
さ
せ
る
必

要
性
が
判
明
し
、
平
成
20
年
度
の
中
小

企
業
Ｉ
Ｔ
経
営
革
新
支
援
事
業
を
使
っ

て
業
界
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様
の
策
定
に
取

り
組
ん
だ
。

　

今
回
の
留
意
点
は
大
き
く
２
つ
あ

る
。
ま
ず
は
、Ｉ
Ｔ
Ｃ
水
口
氏
が「
Ｅ
Ｄ

Ｉ
を
使
っ
て
い
て
も
、
受
注
側
の
企
業

は
そ
の
デ
ー
タ
を
自
社
の
基
幹
シ
ス
テ

ム
に
取
り
込
む
こ
と
を
あ
ま
り
お
考
え

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
自
動
化

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」と
指
摘
す
る

よ
う
に
、
受
注
企
業
側
が
Ｉ
Ｔ
経
営
を

実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
こ
と
。

　

も
う
一
点
は
、
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

が
新
し
い
仕
組
み
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。
組
合
で
は
、

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
紙
の「
か
ん
ば

ん
」に
着
目
し
た
。

　
「
デ
ー
タ
の
書
き
換
え
が
で
き
る
Ｒ

Ｆ
―
Ｉ
Ｄ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
す
れ

ば
、
紙
の
使
用
料
を
１
０
０
０
分
の
１

程
度
に
で
き
ま
す
。
コ
ス
ト
は
も
ち
ろ

ん
環
境
に
も
や
さ
し
い
の
で
、
導
入
価

値
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
」

　

兼
子
氏
は
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　

所
属
員
の
１
社
で
あ
る
真
和
工
業
で

は
、
本
シ
ス
テ
ム
を
先
行
し
て
実
験
稼

働
。
同
社
業
務
部
係
長
の
木
内
俊
仁
氏

に
よ
る
と「
Ｒ
Ｆ
―
Ｉ
Ｄ
の
利
用
に

よ
っ
て
入
荷
時
の
商
品
読
み
取
り
を
ま

と
め
て
行
え
る
な
ど
、
作
業
も
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
」と
の
こ
と
だ
。

　

現
在
、
関
連
企
業
へ
活
用
を
呼
び
か

け
、
自
動
車
工
業
会
や
自
動
車
部
品
工

業
会
に
も
提
案
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
水
口
氏
は「
こ
れ
か
ら
が
本
当

に
大
変
な
段
階
。
戦
略
を
持
っ
て
普
及

に
協
力
し
た
い
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

　

中
小
企
業
を
発
信
者
と
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｉ

標
準
の
普
及
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い

る
。

こじま事業協同組合連合会は、「中小企業ＩＴ経営力大賞 2009」において全国中小企業団体中央会会長賞を受賞しました。

発
注
者
ご
と
に
異
な
る
Ｅ
Ｄ
Ｉ
仕
様

利
用
者
が
業
界
標
準
企
画
し
、
普
及
へ
動
い
た
！

愛
知
県
豊
田
市　

こ
じ
ま
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
場
合

ITコーディネータ●活用事例●

組織の活動

本記事は「COMPASS」2009年春号に掲載されたものです。
掲載内容は2009 年4月現在の情報に基づいています。

中小企業発の
EDI標準化
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